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今月の写真 インド・ブッダガヤ、象に乗って川を渡る男性。
人間であるがゆえに老病死する体をもって生きるいのちを苦しみとして経験する私たち。
出家、「プラブラジヤ」とは歩み出す、一歩前進するという意味がある。
お釈迦様は何を信頼してはじめの一歩をふみだされたのだろうか。（2・3面参照）
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第25回

現在を きる

ここに真あり
宮下 晴輝さん

人間といういのちの相

長浜・京都教区が
教区改編の合意

阿弥陀堂門修復工事すすむ

ほか

特集

慶讃 ニュース

第3回
親鸞聖人にであう

【お問い合わせ】同朋会館・研修部 TEL：０７５-３７１-９１８５

2022年 真宗本廟奉仕のご案内 真宗本廟奉仕を機に、
ぜひ           を受式ください。

・受け入れ状況などの情報は、同朋会館ホームページでご覧いただけます。
・ご入館される皆様に安心してお過ごしいただけるよう、新型コロナウイルス感染症予防対策を実施し運営しています。
・具体的な対策については、同朋会館ホームページよりご確認いただけます。

入館状況については、研修部まで
お電話でお問い合わせください。

2 泊

◆真宗本廟お煤払い奉仕団

歳末、両堂の1年分の埃を竹の棒と大きな
団扇を使って外へ扇ぎだし、新しい年をお
迎えする準備を行う「お煤払い」に参加す
る奉仕団です。

12月19日（月）～12月21日（水） 
1 泊

12月19日（月）～12月20日（火）
2 泊 1泊

◆真宗本廟報恩講奉仕団

真宗本廟報恩講の法要参拝を
日程の中心とした奉仕団です。

11月20日（日）～22日（火）  11月20日（日）～21日（月）
11月24日（木）～26日（土）   11月24日（木）～25日（金）
11月27日（日）～29日（火）  11月27日（日）～28日（月）

〈２泊３日〉18,000円、米２kg（1升4合）または米代1,300円
          〈１泊２日〉13,000円、米１.２kg（8合）または米代800円
参 加 費

※上記は大人（15歳以上）の場合です。

奉仕団はあらためて
自分を見なおす機会になりました。

（70代・女性）

奉仕団はあらためて
自分を見なおす機会になりました。

（70代・女性）

真宗本廟奉仕
参加者の声を
ご紹介

帰敬式

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、休館日・
開館時間及び掲載内容について、中止・延期もしくは日程等を
変更する場合がありますのでご了承ください。

真宗本廟（東本願寺境内）京都市下京区烏丸通七条上る

◇

◇
◇
◇

東本願寺 　詳しくは、真宗大谷派ホームページまで

晨朝（おあさじ）【場所】阿弥陀堂及び御影堂　【時間】毎日7時～
晨朝法話 　　  【場所】御影堂　【時間】毎日7時30分頃～
真宗本廟法話  【場所】御影堂または大寝殿
【時間】通常10時10分～／13時10分～　
逮夜日（12・27日）13時10分～　御命日（28日）9時30分～　
※その他、時間・会場を変更する場合があります。

参拝接待所ギャラリー　【時間】9時～16時 　
「親鸞聖人のご生涯」（常設展）開催中
「洛中の静寂 渉成園～保存修理事業と生物多様性～」開催中～10月27日

しんらん交流館 京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199番地

真宗本廟（東本願寺）へご参拝の際には、ぜひ真宗教化センター しんらん交流館にお立ち寄りください。
開館時間／平日 ９時～18時　 土日祝 ９時～17時　休館日／毎週火曜日

10月の定例法話 【場所】1階 すみれの間　
【時間】毎日14時～　12・27日 10時～
※毎週火曜日、その他都合により休会する場合があります。

10月の東本願寺日曜講演 
【場所】2階  大谷ホール　【時間】9時30分～11時
【講師】♦2日…真城義麿（四国教区善照寺住職）♦9・16日…休会♦23日…
津垣慶哉（九州教区正應寺住職）♦30日…難波教行（教学研究所研究員）
交流ギャラリー（1階） 【時間】開館時間に同じ
「柳宗悦がであった土徳～人と自然がはぐくんだ越中富山の美～」展　
【期間】開催中～2022年12月15日（木）
しんらん交流館 Tera School 【場所】1階 すみれの間
【日時】毎週月・金曜日 18時30分～20時30分
【対象】小学3年生～高校3年生　※幼児教室もあります。   http://www.teraschool.jp

東本願寺いのちとこころの相談室　【TEL】075-371-9280
【開室時間】毎週木曜日 13時～17時（祝日または休館日、その他行事日は閉室）
　

浄土真宗ドットインフォ 　
全国のお寺での取り組みや読みもののページなど、
さまざまな情報を発信しています。

◇

◇

◇

◇

流転していく生活の中で 

不死のいのちを生きた仏陀を憶念し 

自分への問いとしていく

それが念仏の意味であり 

念仏のある生活が開かれていく

ということではないでしょうか

真宗本廟奉仕
に参加しませんか？

お寺で過ごそう、
お寺で語ろう

　入館の40日前まで。申込締切

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要奉仕団、讃仰奉仕団、真宗本廟奉仕体験奉仕団の参加を募集しています。
詳しくは同朋会館HPをご覧ください。

き
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クロスワードパズルを完成させよう！
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「タテのカギ」「ヨコのカギ」それぞれの設問に答え、
クロスワードパズルを完成させましょう！　
10月号の『同朋新聞』を読むと、ほとんどの答えがわかります！！

※答えはすべて「ひらがな」でお答えください。

郵便はがきまたはメールにて、❶「クロスワードパズルの答え」❷「郵便番号」・「住所」・「氏名」・「年齢」・「電話番号」と❸『同朋新聞』の感想や紙面に関する要望を
添えて、下記までご応募ください。今月号の締め切りは10月31日（月）（当日消印有効）です。

はがきと同様に必ず上記❶❷❸を記入し、「件名」に「同朋新聞10月号クロスワード応募」と入力のうえ
higashihonganjishuppan@gmail.comへお送りください。

宛先〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
東本願寺出版「クロスワードパズル係」まで
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［ご注意］◆当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。◆個人情報はプレゼントの発送および紙面づくりの参考に使用し、
              それ以外の目的には使用しません。◆感想は「読者のお便り」に掲載する場合があります。
            ◆本クロスワードパズルは、独自のルールに基づいて作成しております。

チャレンジ！ 正解者の中から抽選で5名様に「東本願寺出版オリジナル図書カード1000円分」をプレゼントします！

プレゼント付
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ヨコのカギタテのカギ
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1「人間といういのちの〇〇〇」今月は、
宮下晴輝さんのインタビューです。（2・3面）
「阿弥陀堂〇〇」修復工事は本年10月末に
完了の予定です。(10面)
今月の特集は、「真宗本廟奉仕〇〇〇〇しませんか？」です。
                                                            （6・７面）『現在を生きる』今月は、沖縄準開教区の
「仲お〇〇こ学」さんを紹介しています。（4面）
8月4日と7日、「真宗ほ〇〇〇〇」にて得度式が行われ、
222人が受式しました。（10面）
『聞ー「〇〇月」の法話ー』今月の筆者は、
京都教区の藤浪遊さんです。（8面）
「〇〇〇ワードパズル」に、
たくさんのご応募お待ちしております。（12面）

しんらん交流館ホームページ（浄土真宗ドットインフォ）の
トップページに、「参加〇〇」のページが新設されました。（11面）

東本願寺の飛地境内地である「大〇〇〇〇〇う」は、
親鸞聖人の御廟所（墓所）です。

同朋会館は、全国から集う方々が寝食を共にし、親鸞聖人の
教えを聞き、真宗門徒の生活を習う「〇〇〇〇」の道場です。
                                                             （6・７面）『親鸞聖人にであう』は、
今回で「第さ〇〇〇」を迎えます。(5面)

8月1日から5日、大谷祖廟で「暁〇〇〇う座」が
開催されました。（10面）

2024年7月、新「京都き〇〇〇」が発足します。(11面)

真宗本廟「お〇〇払い奉仕団」を募集しています。（12面）

◆「はじめて読む正信偈」綴じて読み返しています。一句一句に込められた願いを感じながら、
　毎日大きな声でお勤めをします。(80代女性)
◆「兵戈無用」この言葉こそ、今大事なこととあらためて感じ取っています。(70代男性)
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応募はコチラ

◇「なぁなぁ、ゲームめっちゃ上手やったよ。また会おな」。教区の青少年教化事業に
スタッフとして参加し、子どもたちをお見送りしている時に一人の女の子が私の所
へ駆け寄り、耳元でささやいてくれました。1日のうちのほんの一コマを覚えてくれて
いた思いもよらない言葉に、驚きとうれしさで胸がいっぱいになりました。そして、他
者に受けとめてもらえたことのよろこびを教えてもらいました。子どもは大人のこと

をちゃんと見ている。他者にまなざしを向けることや、自分の言葉で思いを表現する
ことを忘れている私の姿も見えました。◇3年ぶりに開催された同朋ジュニア大会
（11面）。前日に初めて出あったと思えないほど子どもと大人の歌声がひとつになっ
た回向曲の響きが、今も心に残っています。「いま、ここ」を大切に、子どもも大人も
お互いを認めあって過ごす時と場がこれからも続いていくことを願います。   （髙月）

編集室
だより

え こう

東本願寺真宗門徒として帰敬式（おかみそり）を受けましょう
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連 載 という
いのちの

この紙面では、さまざまな人を通して、
現代社会の抱える課題や
人間そのものについて考え、

の学びを深めていきたいと思います。

宗祖御遠忌テーマ
「今、いのちがあなたを生きている」、
慶讃テーマ
「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの
意味をたずねていこう」

ら
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の
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に
お
立
ち
に
な
っ

て
い
る
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当
の
こ
こ
ろ
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の
本
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を
お
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に
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た
め
で
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た
と
了
解

し
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れ
る
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す
。
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化
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仏
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仏
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と
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が
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の
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で
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あ

る
法
然
上
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と
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も
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上
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陀
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仏
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ら
れ
て
い
る
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仏
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本
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出
遇
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た
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仰
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仰
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教
を
教
え
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だ
さ
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の
本
願
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無
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仏
を

見
ら
れ
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の
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と
思
い
ま
す
。私
た
ち
が
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的
に
出
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う
の
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、諸
仏・善
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で
す
。

先
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に
出
遇
う
と
言
って
も
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を
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も
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私
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い
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　唯
説
弥
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願

海
」と
あ
り
ま
す
。こ
こ
に
出
て
く
る「
如

来
」は
阿
弥
陀
様
で
は
な
く
て
お
釈
迦
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を
指
し
ま
す
が
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正
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で
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迦
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な
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な
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釈
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で
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う
か
。

　「正
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な
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だ
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に
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仏
と
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陀
仏
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本
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で
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か
。

　で
す
か
ら
、阿
弥
陀
仏
と
わ
れ
わ
れ
の
間

に
何
か
が
介
在
し
て
い
る
の
で
は
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で
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に
出
遇
って
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先
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と
の
出
遇

い
を
成
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せ
て
い
る
も
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は
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で
あ
る
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生
を
先
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と
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て
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お
釈
迦
様
は
生
老
病
死
を
問
題
に

し
て
出
家
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、そ
れ
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現
代
を
生
き
る
私
た
ち
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と
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る
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う
か
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　お
釈
迦
様
の
生
涯
を
伝
え
る「
四
門
出

遊
」の
物
語
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
後
代
に

な
って
作
ら
れ
た
物
語
で
す
が
、何
百
年
と

語
ら
れ
る
中
で
深
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で

す
。老
病
死
に
出
あ
い
、憂
い
を
抱
え
た
お

釈
迦
様
が
、一
人
の
出
家
者
に
出
あ
い
、出

家
す
る
と
い
う
物
語
で
す
。そ
の
中
に
は
、お

釈
迦
様
が
三
つ
の
門
か
ら
城
を
出
て
、老
、

病
、死
に
出
あ
い
、城
に
引
き
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し
て
き
た

後
、す
ぐ
に
出
家
し
て
い
く
心
を
起
こ
す
こ

と
が
で
き
な
い
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

苦
し
み
や
む
な
し
さ
は
わ
かって
い
て
も
、自

分
の
近
く
に
あ
る
快
楽
を
求
め
ざ
る
を
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な
い
人
間
の
姿
で
す
。し
か
し
、四
番
目
の
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を
出
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と
こ
ろ
で
一
人
の
出
家
者
に
出
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て
出
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し
て
い
く
の
で
す
。わ
か
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や
す
い

物
語
に
な
って
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ま
す
が
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際
に
は
出
家

者
に
出
あ
っ
た
か
ら
と
いって
も
、不
安
と
疑

い
の
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に
い
る
人
間
に
、仏
道
を
歩
み
た
い

と
い
う
心
が
果
た
し
て
起
こ
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、よ
ほ
ど

考
え
て
み
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　仏
伝
の
中
で
最
後
に
編
集
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る『
仏
本
行
集
経
』い
う
大
き

な
仏
伝
が
あ
り
ま
す
。そ
の
仏
伝
で
は
、お

釈
迦
様
が
出
家
者
と
出
あ
っ
た
瞬
間
を

「
こ
こ
に
真
あ
り
」と
、心
に
大
き
な
喜
び

が
生
じ
た
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。私

た
ち
は
そ
れ
を
ど
う
読
ん
だ
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
。

　人
間
は
、何
か
を
信
頼
し
、安
心
し
て
生

き
て
い
ま
す
。し
か
し
、お
釈
迦
様
は
老
病

死
を
通
し
て
、人
間
は
一
人
死
に
ゆ
く
も
の

で
あ
る
と
い
う
苦
し
み
に
出
あ
っ
た
。そ
し

て
、一
体
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
、生
き
る
意
味
を
疑
う
苦
し
み
に

も
出
あ
っ
た
。信
頼
で
き
る
家
庭
や
仕
事
を

生
き
る
喜
び
と
し
て
き
た
の
に
、そ
れ
す
ら

も
確
か
な
支
え
で
は
な
い
。諸
行
無
常
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。で
は
、そ
こ
で
一

切
を
諦
め
て
、手
近
に
あ
る
も
の
を
喜
び
だ

と
決
め
て
人
生
を
送
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ

こ
で
は
信
頼
は
崩
れ
て
、疑
い
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。そ
う
い
う
人
間
の
中
に
、信
頼
で
き
る

も
の
が
回
復
さ
れ
な
い
限
り
、歩
み
出
す
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、お
釈
迦
様
は「
何
で
苦
し
む
の
だ

ろ
う
か
、何
で
疑
う
の
だ
ろ
う
か
」と
い
う

と
こ
ろ
に
戻
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
は
、真
実
を
求
め
る
か
ら
苦
し
み
、

疑
って
い
る
の
で
す
。何
も
信
じ
ら
れ
な
い

と
い
う
の
は
、真
実
を
求
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
の
証
拠
な
の
で
す
。疑
っ
た
り
、苦
し

ん
だ
り
す
る
形
で
真
実
を
求
め
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
れ
た
の
で
す
。

　唯
一
自
分
に
あ
る
も
の
は
真
実
を
求
め

て
い
る
心
で
あ
る
。そ
れ
が「
こ
こ
に
真
あ

り
」と
い
う
言
葉
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
出
家
し
た
人

を
見
れ
ば
、あ
あ
、こ
の
人
も
き
っ
と
そ
う
い

う
心
で
動
き
出
し
た
の
だ
ろ
う
と
、そ
こ
に

初
め
て
別
の
意
味
の
信
頼
が
生
ま
れ
て
く

る
。そ
し
て
お
釈
迦
様
は
沙
門
た
ち
の
中
に

入
っ
て
い
か
れ
た
の
で
す
。出
家
、「
プ
ラ
ブ

ラ
ジ
ヤ
」は「
歩
み
出
す
、一
歩
前
進
す
る
」

と
い
う
意
味
で
す
。真
実
を
求
め
る
心
を

自
己
の
心
と
し
て
お
釈
迦
様
は
歩
み
だ
さ

れ
た
の
で
す
。

̶
̶

真
実
を
求
め
な
が
ら
、迷
い
を
深
め

る
人
間
に
お
釈
迦
様
、親
鸞
聖
人
は
、ど

の
よ
う
な
教
え
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　お
釈
迦
様
は
、老
病
死
す
る
身
体
を

も
っ
て
い
の
ち
を
生
き
て
い
る
と
押
さ
え
ら

れ
、そ
の
う
え
で
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
た
ず
ね
て
お
ら

れ
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、仏
教
に
お
い
て
い
の

ち
を
見
て
い
く
時
の
原
点
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　親
鸞
聖
人
も
一
人
の
仏
教
徒
と
し
て
、生

死
す
る
い
の
ち
と
い
う
形
で
、い
の
ち
の
姿
を

見
て
お
ら
れ
ま
す
。私
た
ち
は
人
間
で
あ
る

が
故
に
、老
病
死
す
る
身
体
を
も
って
い
の

ち
を
生
き
る
、あ
る
い
は
生
死
す
る
い
の
ち

を
苦
し
み
と
し
て
経
験
し
ま
す
。こ
れ
が
人

間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の
大
き
な
意

味
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　い
の
ち
に
は
身
体
と
し
て
形
が
あ
る
い
の

ち
と
、無
量
寿
と
い
う
形
な
き
い
の
ち
が
あ

り
ま
す
。『
法
句
経
』（
ダ
ン
マ
パ
ダ
）と
い
う

経
典
に
、「
不
死
の
境
地
を
見
な
い
で
百
年

生
き
る
よ
り
も
、不
死
を
見
て
一
日
生
き
る

こ
と
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
」と
い
う
お
釈

迦
様
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　不
死
を
知
ら
ず
に
生
き
る
い
の
ち
と
、不

死
を
知
っ
て
生
き
る
い
の
ち
。お
釈
迦
様
は

ど
の
よ
う
に
い
の
ち
を
生
き
る
の
か
と
い
う

こ
と
の
違
い
を
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。時
間

の
長
さ
で
は
な
く
、た
っ
た
一
日
で
も
い
い

か
ら
無
量
寿
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

本
当
に
生
き
た
と
言
え
る
。一
方
で
、不
死

を
知
ら
ず
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、生
死

流
転
し
て
い
く
私
た
ち
の
い
の
ち
の
あ
り
方

だ
と
思
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
人
間
と
し
て
生
ま
れ
、老
病

死
す
る
身
体
を
も
っ
て
い
の
ち
を
生
き
、必

ず
死
ん
で
い
き
ま
す
。死
が
あ
る
中
に
お
い

て
、不
死
の
い
の
ち
を
生
き
る
も
の
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
仏
教
は
説
い
て
い
ま
す
。そ

ん
な
こ
と
が
な
ぜ
あ
り
得
る
の
か
。不
思
議

な
こ
と
を
お
釈
迦
様
は
説
か
れ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。流
転
の
生
し
か
知
ら
な
い
私

た
ち
の
生
き
方
に
対
し
て「
不
死
の
境
地

を
見
て
一
日
を
生
き
る
方
が
す
ぐ
れ
て
い

る
」と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
る
わ
け
で
す
か

ら
、驚
き
で
す
。し
か
し
、「
何
だ
、不
死
の

い
の
ち
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
言
わ
な
い
で
、「
そ
う
い
う
世
界
や
意
味

も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」と
じ
っ
と
抱
え

て
お
く
。流
転
し
て
い
く
私
た
ち
の
生
活
の

中
で
そ
の
こ
と
を
ゆ
っ
く
り
受
け
と
め
、不

死
の
い
の
ち
を
生
き
た
仏
陀
を
憶
念
し
、自

分
へ
の
問
い
と
し
て
い
く
。そ
れ
が
親
鸞
聖

人
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
念
仏
の
意
味
で

あ
り
、念
仏
の
あ
る
生
活
が
開
か
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

̶
̶

老
病
死
と
い
う
こ
と
を
、何
か
自
分

の
中
で
う
ま
く
処
理
す
る
よ
う
な
意
味
で

捉
え
て
い
ま
し
た
が
、ま
っ
た
く
違
う
深

さ
を
持
っ
て
、お
釈
迦
様
は
歩
み
出
さ
れ

た
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

の
こ
と
を
私
た
ち
が
教
え
を
聞
い
て
い
く

姿
勢
の
中
に
、し
っ
か
り
確
認
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
う
で
す
ね
。自
分
の
こ
と
と
し
て
考

え
、自
分
の
問
い
と
い
う
も
の
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。老
病
死
、そ
し
て
寂
し
さ
や
孤
独
を
頭

で
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
、自
分
自
身
が

ど
う
感
じ
る
か
。そ
し
て
、お
釈
迦
様
は
な

ぜ
そ
こ
を
越
え
て
歩
み
だ
す
こ
と
が
で
き
た

→

親
鸞
聖
人
が
出
遇
っ
た
仏
陀

宮
下 

晴
輝
さ
ん

●

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

宗
門
は
、明
年
、宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
慶
讃
法
要
を
お
迎
え
し
ま
す
。ま
た
、本
年
は
同
朋
会
運
動
60
年
の
節

目
の
年
で
も
あ
り
ま
す（『
同
朋
新
聞
』7
月
号
に
掲
載
）。こ
の
時
に
あ
っ

て
、木
越
渉
宗
務
総
長
は「
真
宗
再
興
」が
、宗
門
に
身
を
置
く
私
た
ち
の

使
命
で
あ
る
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
宗
祖
に
還
れ
」か
ら
、宗

の
か
を
考
え
る
。老
病
死
の
苦
し
み
は
誰
も

が
抱
え
る
問
題
で
す
か
ら
、「
こ
う
す
れ
ば

幸
せ
に
な
れ
る
」と
い
う
言
葉
に
引
か
れ
て

自
分
の
外
側
に
あ
る
も
の
が
真
実
だ
と
決

め
て
し
ま
う
と
、外
側
の
真
実
に
引
き
ず
ら

れ
、支
配
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。宗
教
に
対

し
て
、本
当
に
自
分
が
納
得
し
た
も
の
に
対

し
て
し
か
動
か
な
い
人
間
を
育
て
る
場
、何

か
を
自
分
が
問
題
に
し
て
、そ
れ
を
納
得
す

る
と
い
う
経
験
を
す
る
時
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。宗
教
を
、自
分
の
こ
と
と

し
て
考
え
、自
分
の
問
い
と
い
う
も
の
が
はっ

き
り
し
た
中
で
考
え
て
い
く
と
い
う
訓
練

を
す
る
場
が
お
寺
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

̶
̶

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
な
か
な
か
見

え
な
い
状
況
で
す
。さ
ら
に
、ロ
シ
ア
連
邦

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
の
問
題
を

抱
え
て
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。そ
の

中
で
何
を
課
題
と
し
、慶
讃
法
要
を
ど
の

よ
う
に
お
迎
え
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　私
た
ち
は
、個
人
の
力
で
は
何
と
も
な
ら

な
い
よ
う
な
天
災
、戦
争
、疫
病
が
あ
る

真
っ
た
だ
中
に
い
ま
す
。『
仏
説
観
無
量
寿

経
』で
は「
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
」と
、人

間
の
も
って
い
る
罪
を
無
限
の
時
間
の
感
覚

で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
し
、「
五
逆
十
悪
具

諸
不
善
」と
さ
ま
ざ
ま
な
因
縁
の
中
で
悪

を
犯
し
て
し
か
生
き
ら
れ
な
い
人
間
存
在

の
姿
を
表
さ
れ
て
い
ま
す
。悪
の
原
因
を
他

に
求
め
る
の
で
は
な
く
、人
間
が
流
転
し
て

き
た
中
で
起
こ
る
生
死
の
罪
の
中
に
い
る
、

そ
の
形
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
戦
争
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　来
年
お
迎
え
す
る
慶
讃
法
要
と
い
う
仏

こ
こ
に
真
あ
り

生
死
す
る
い
の
ち

慶
讃
法
要
の
課
題

→
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事
は
、そ
れ
ら
と
無
関
係
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
。だ
か
ら
特
別
な
こ
と
を
す
る
と
い

う
法
要
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。法
要

を
ど
の
よ
う
に
お
迎
え
す
る
の
か
と
い
う
点

か
ら
見
れ
ば
、曽
我
量
深
先
生
は
、宗
祖
親

鸞
聖
人
七
百
回
御
遠
忌
を
お
迎
え
す
る
10

年
以
上
も
前
の
年
か
ら
、法
要
を
お
迎
え

す
る
か
ら
に
は
釈
尊
に
還
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、そ
こ
に
仏
教
の
課
題
を
見
な
が
ら
御

遠
忌
を
お
迎
え
す
る
の
だ
と
待
ち
受
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

　現
在
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
か
ら
、こ
れ
ま

で
あ
っ
た
問
題
を
し
っ
か
り
問
題
に
し
な
い

で
き
た
こ
と
が
、あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　コ
ロ
ナ
感
染
の
中
で
は
、人
を
排
除
し
た

り
、差
別
し
た
り
す
る
こ
と
が
起
こ
り
ま
し

た
。ま
た
、感
染
自
体
よ
り
も
地
域
の
中
で

最
初
の
感
染
者
に
な
る
こ
と
の
方
を
恐
れ

る
と
い
う
、人
間
が
世
間
と
私
と
い
う
関
係

を
生
き
て
い
る
と
い
う
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。世
界
的
な
こ
と
を
言
う
と
、天
災
や

疫
病
や
戦
争
を
何
と
か
止
め
た
い
と
多
く

の
人
が
願
う
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、人
間
が

つ
く
る
国
家
と
い
う
も
の
は
、戦
争
さ
え
利

用
し
て
覇
権
を
握
ろ
う
と
し
ま
す
。国
家
の

持
つ
あ
く
な
き
覇
権
主
義
と
い
う
業
。見
え

て
き
た
事
実
を
き
ち
ん
と
自
分
の
こ
と
と

し
て
教
え
に
た
ず
ね
て
い
く
と
い
う
こ
と
し

か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。悲

し
い
こ
と
が
絶
え
ず
起
こって
い
ま
す
が
、念

仏
す
る
と
い
う
こ
と
は
、諦
め
る
な
と
言
って

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　   （
了
）

祖
の
声
に
導
か
れ「
釈
尊
以
前
に
還
る
」こ
と
が
、真
宗
再
興
の
精
神
を
今

日
に
受
け
と
め
る
根
本
だ
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
呼
び
か
け

に
込
め
ら
れ
て
い
る
願
い
と
は
。教
学
研
究
所
長
の
宮
下
晴
輝
さ
ん
の
お

話
を
通
し
て
、人
間
の
相
を
考
え
ま
す
。

す
が
た

す
が
た

し
た

み
や

せ
い

き

に
ょ
ら
い
し
ょ

い

こ
う
し
ゅ
っ

せ

ゆ
い

か
い

せ

み

だ

ほ
ん
が
んあ

ぶっ

だ

お
う

け

し
ん

し
ゅ
じ
ょ
う

し
ょ

ぶ
つ

ほ
う
ね
ん

し
ょ
ぶ
つ

ぜ
ん
じ
し
き

し

も
ん
し
ゅつ

ゆ
う

う
れ

ぶ
つ
ほ
ん
ぎ
ょ
う

じ
っ
き
ょ
う

し
ゃ
も
ん

ほっ
く
き
ょ
う

る
て
ん

お
っ
こ
う

ご
ぎ
ゃ
く
じ
ゅ
う

あ
く
ぐ

し
ょ
ふ

ぜ
ん

で

あ

ぶ
っ

だ

し
ょ
う

じ

お
く
ね
ん

そ

が

じ
ん

り
ょ
う

き
ょ
う
さ
ん
ほ
う
よ
う

は

け
ん

ご
う
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（3） （2）  第779号   第779号2022年（令和4年）10月1日 2022年（令和4年）10月1日朋新聞同朋新聞同

相すがたすがた人人間



日本全国のご門徒の方々や各地で開かれている同朋の会を紹介します。
Vol.229通信員リレーリポート

い ま

～是旃陀羅の課題～

御同朋
御同行
からの問いかけ

せんぜ らだ

おん どう ぎょう

おん どう ぼう

宗門が問われている『仏説観
無量寿経』における「是旃陀
羅」の語について、様々な視点
からこの問題を考えていかなけ
ればなりません。このコーナー
では、これまでの歴史を振り返
りながら、宗門に属するすべて
の人々が課題を共有できるよう
情報を発信していきます。

ぶっ

む

ら

りょうじゅきょう ぜ せん だ

せつかん

第11回

乾 文雄乾 文雄
京都教区近江第5組
正念寺住職

大谷中学・高等学校講師

京都教区近江第5組
正念寺住職

大谷中学・高等学校講師

　
そ
の
後
、悲
し
み
の
日
々
を
送
る
仲
大
底

さ
ん
に
別
院
か
ら「
青
年
層
を
対
象
と
し
た

仏
教
勉
強
会
を
開
く
の
で
す
が
、参
加
し
ま

せ
ん
か
？
」と
声
が
か
か
っ
た
こ
と
が
仏
教

と
の
縁
と
な
っ
た
。

　「
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
も
ど
か
し
さ
や
母

親
の
死
を
通
じ
て
、仏
教
に
対
し
て
興
味
が

わ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、学
べ
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
い
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
参
加
し
て
い
る
月
１
回

開
催
の「
青
年
勉
強
会
」で
は
、建
築
業
や

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
メ
ン
バ
ー
が
集
う
。テ
キ
ス
ト
を
輪

読
し
て
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
い
た
だ
き
方
を

語
り
合
っ
て
い
る
。仲
間
と
の
語
り
合
い
を

通
し
て
、自
分
で
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た

言
葉
と
の
出
あ
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
る

そ
う
だ
。  

　
母
の
死
か
ら
3
年
が
経
ち
、仲
大
底
さ

ん
は
、「
い
の
ち
の
大
切
さ
、今
こ
の
身
が
在

る
あ
り
が
た
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。母
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

生
き
て
い
る
時
だ
け
で
な
く
、亡
く
な
っ
て

も
な
お
教
え
て
く
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す

ね
」と
語
る
。

 

仲
大
底
さ
ん
の
姿
勢

に
、共
に
聞
法
の
道
を

歩
ん
で
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

母
と
の
死
別
か
ら
の
出
発

仲
大
底 

学
さ
ん
（
38
歳
）

　
今
回
は
、沖
縄

県
宜
野
湾
市
に
あ

る
沖
縄
別
院
で
聞

法
に
励
ま
れ
て
い

る
青
年
を
ご
紹
介

す
る
。

　
石
垣
島
の
出
身

で
お
し
ゃ
れ
好
き

の
仲
大
底
学
さ

ん
。地
元
の
高
校
卒
業
後
、当
時
流
行
だ
っ

た
カ
リ
ス
マ
美
容
師
に
憧
れ
、那
覇
の
美
容

専
門
学
校
に
進
学
。そ
の
後
20
歳
か
ら
東

京
へ
出
て
、夢
だ
っ
た
美
容
室
で
働
き
は
じ

め
る
。

　
希
望
に
満
ち
た
未
来
を
思
い
描
い
て
い

た
が
、現
実
は
数
多
く
の
技
術
の
習
得
が

必
須
で
、店
の
営
業
後
、夜
遅
く
ま
で
練
習

し
、何
度
も
試
験
を
受
け
て
美
容
師
修
業
に

励
ん
だ
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、ヘ
ア
カ
ッ
ト

ま
で
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
。東
京
で
の
生
活

が
14
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
そ
ん
な
時
、「
母
親
に
大
病
が
見
つ
か
っ

た
」と
の
報
せ
が
飛
び
込
む
。仲
大
底
さ
ん

は
す
ぐ
に
沖
縄
へ
帰
る
こ
と
を
決
心
し
た
。

　
献
身
的
に
母
の
看
病
を
さ
れ
る
も
、

2
0
1
9
年
の
春
、母
は
そ
の
命
を
終
え
ら

れ
た
。通
夜
、葬
儀
、中
陰
は
沖
縄
別
院
が

執
り
行
っ
た
。　
　

現在を きる

沖縄別院の鐘楼にて

勉強会の様子（右側手前が仲大底さん）

沖
縄
別
院
門
徒

現
在
︑仏
事
の
場
で﹃
仏
説
観
無

量
寿
経
﹄︵
以
下﹃
観
経
﹄︶が
読
誦
さ

れ
る
際
︑﹁
是
旃
陀
羅
﹂の
語
が
読
ま

れ
る
こ
と
に
対
す
る
痛
み
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
︒﹃
観
経
﹄に
お
い
て

﹁
旃
陀
羅
﹂は
貶
め
ら
れ
︑差
別
さ
れ

て
お
り
︑そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
直

接
的
な
文
脈
が
な
い
中
で
︑こ
の
語

を
聞
く
こ
と
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
の

問
い
か
け
で
す
︒

　宗
門
は
︑全
国
水
平
社
が
創
立
し

て
以
来
︑﹃
観
経
﹄の﹁
是
旃
陀
羅
﹂の

差
別
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
︑ま
た

﹁
旃
陀
羅
﹂を
被
差
別
部
落
の
人
び
と

に
た
と
え
て
教
化
の
現
場
で
語
り
︑

部
落
差
別
を
助
長
・
正
当
化
し
て
き

た
こ
と
を
問
わ
れ
て
き
ま
し
た
︒同

じ
真
宗
門
徒
か
ら
の﹁﹁
是
旃
陀
羅
﹂

の
教
説
部
分
は
︑被
差
別
者
に
と
って

は
や
り
き
れ
な
い
ほ
ど
︑心
に
痛
み

を
感
じ
る
﹂︵
小
森
龍
邦﹃
親
鸞
思
想

に
魅
せ
ら
れ
て
﹄︶と
い
う
訴
え
は
︑

そ
の
歴
史
の
う
え
に
︑今
あ
ら
た
め

て
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
︒

　こ
の
言
葉
は
︑イ
ン
ド
に
お
け
る

﹁
旃
陀
羅
﹂差
別
の
深
刻
さ
と
と
も

に
︑宗
門
が﹁
是
旃
陀
羅
﹂の
語
を

も
っ
て
被
差
別
部
落
の
人
び
と
を
差

別
し
︑部
落
差
別
に
宗
教
的
な
根
拠

を
与
え
て
き
た
こ
と
へ
の
悲
し
み
の

叫
び
に
他
な
り
ま
せ
ん
︒そ
こ
に
は

経
典
を
︑自
ら
の
差
別
性
を
聞
き
開

い
て
い
く
よ
う
な﹁
教
え
﹂と
し
て
で

は
な
く
︑安
易
に
権
威
あ
る
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
て
き
た
私
た
ち
の
問

題
が
あ
り
ま
す
︒そ
し
て
︑実
際
に
差

別
に
苦
し
む
人
び
と
か
ら
問
わ
れ
て

い
て
も
︑こ
の
課
題
に
無
関
心
で
あ
り

続
け
︑正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
が
︑つい
に﹁
痛
い
﹂と
い
う

表
現
に
ま
で
さ
せ
て
い
る
の
で
す
︒

　﹁セ
ン
ダ
ラ
﹂と
読
ま
れ
る﹁
音
﹂が

刃
と
な
っ
て
︑聞
く
人
に
痛
み
を
与

え
︑差
別
被
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
る

と
い
う
こ
と
︒具
体
的
な
行
為
と
し

て
︑仏
事
の
場
が
差
別
を
再
生
産
し

て
い
る
と
の
声
を
知
ら
さ
れ
た
時
︑

今
後
ど
の
よ
う
な
一
歩
を
進
め
て
い

く
の
か
︒そ
の
問
い
は
︑私
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
の

で
す
︒

今
︑問
わ
れ
て
い
る
こ
と︵
3
︶

心
に
痛
み
を
感
じ
る

解
放
運
動
推
進
本
部

0
7
5
　3
7
1
　9
2
4
7

kaiho@
higashihonganji.or.jp

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
開
教
本
部

浄
土
真
宗
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
。

大
谷
中
・
高
等
学
校﹇
京
都
﹈で

生
徒
と
と
も
に
学
ば
れ
て
い
る
乾
さ
ん
と
、

中
高
生
の
素
直（
リ
ア
ル
）な
問
い
を
手
が
か
り
に
、

「
人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
」を

親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

る
日
の
高
校
３
年
生
の
授
業

で
す
。

「
親
鸞
さ
ん
の
比
叡
山
時
代
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
３
つ
。こ
れ
大
事
！
」

「
先
生
、そ
れ
テ
ス
ト
に
出
ま
す
か
？
」

「
う
〜
ん
…
　
出
る
と
言
え
ば
聞
い
て
く

れ
る
な
ら
出
る
と
言
っ
て
お
こ
う
。で
も

な
、漢
字
で
書
け
と
か
意
味
を
答
え
な
さ

い
じ
ゃ
面
白
く
な
い
。こ
の
言
葉
か
ら
何

を
学
ん
だ
か
、ど
ん
な
自
分
が
見
え
て
き

た
か
を
書
い
て
も
ら
う
か
ら
」

「
え
え
〜
っ
⁉
」

　
宗
教
の
授
業
は
宗
教
を
学
ぶ
時
間
で

は
な
く
宗
教
に
学
ぶ
時
間
で
す
。「
宗
教

に
自
分
を
学
ぶ
」時
間
な
の
で
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
目
は『
論
湿
寒

貧
』。こ
れ
は
厳
し
い
修
行
・
修
学（
論
）

が
、夏
の
蒸
し
暑
さ（
湿
）と
冬
の
凍
て

つ
く
寒
さ（
寒
）の
中
、質
素
な
生
活

（
貧
）の
も
と
に
行
わ
れ
た
修
行
生
活
の

厳
し
さ
を
表
し
ま
す
。2
つ
目
は『
忘
己

利
他
』。私
欲
を
離
れ
て
人
の
悦
び
に
尽

く
す
と
い
う
、い
わ
ば
目
指
す
べ
き
人

間
像
。3
つ
目
は『
断
惑
証
理
』。こ
れ

は
、ほ
ん
と
う
に
厳
し
い
道
で
す
ね
。

「
惑
は
煩
悩
の
こ
と
や
な
。煩
悩
っ
て
何

や
っ
た
っ
け
？
」

「
苦
し
み
の
種
の
事
で
す
」

「
す
ば
ら
し
い
。も
う
少
し
言
う
と
、煩
悩

は
自
分
を
悩
ま
せ
た
り
迷
わ
せ
た
り
す

る
心
の
は
た
ら
き
の
こ
と
や
っ
た
な
。そ

の
中
で
も〝
ど
ぎ
つ
い
〞の
が
？
」

「
そ
れ
知
っ
て
る
。
ト
ン
ジ
ン
チ
！
」

　
煩
悩
の
話
は
、自
分
と
関
係
が
あ
る

と
感
じ
る
の
か
、み
ん
な
一
生
懸
命
聞

い
て
く
れ
ま
す
。あ
れ
も
欲
し
い
、こ
れ

も
欲
し
い
が
止
ま
ら
な
い
貪
欲
。気
に

入
ら
な
い
と
腹
が
立
っ
て
し
ょ
う
が
な

い
瞋
恚
。最
後
が
真
理
に
暗
い
愚
痴
。

「
痴
」と
い
う
字
は
私
た
ち
が
知
っ
て
い

る
、わ
か
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る

こ
と
が「
我
執
」の
病
に
か
か
っ
て
い
る

知
識
で
し
か
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、自
分
の
都
合
で
し
か
物
事

を
了
解
で
き
な
い
の
が
私
た
ち
の
本
性

で
す
。こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て「
三
毒
の
煩

悩
」、貪
瞋
痴
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
こ
こ
で
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
！
　
自

分
の
中
に
一
番
濃
く
存
在
す
る
煩
悩
は
ど

れ
？
　
ど
れ
か
一
つ
に
手
を
挙
げ
て
ね
」

「
結
果
発
表
で
す
。貪
欲
25
対
瞋
恚
10
対 

愚
痴
5
で
し
た
。こ
の
ク
ラ
ス
は
半
分
以

上
が
欲
深
く
、4
人
に
1
人
が
怒
り
っ
ぽ

く
、た
だ
の
勘
違
い
野
郎
だ
と
自
覚
し
て

い
る
人
が
5
人
と
い
う
結
果
で
し
た（
大

笑
い
）」

「
と
こ
ろ
で
な
、愚
痴
を
自
覚
し
て
い
る

人
が
少
な
い
と
い
う
の
は
実
は
大
問
題

な
の
よ
。つ
ま
り
、私
は
大
丈
夫
、き
ち
ん

と
わ
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
と
い
う
こ
と
。そ
れ
を
仏
教
で
は
無
明

と
い
う
ん
や
け
ど
、そ
れ
は
ま
た
次
回
」

　
真
理
に
近
づ
く
に
は
煩
悩
を
断
つ

道
し
か
な
い
。し
か
し
、修
行
を
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
に
、煩
悩
ま
み
れ
の
自
分

が
浮
き
彫
り
と
な
る
。そ
の
現
実
に
め

げ
る
こ
と
な
く
、覚
り
を
得
る
べ
く
修

行
を
お
続
け
に
な
る
聖
人
。煩
悩
を

断
つ
こ
と
な
く
、あ
る
が
ま
ま
に
救
わ

れ
て
い
く「
本
願
念
仏
」の
道
に
出
遇

う
の
は
、ま
だ
ま
だ
先
の
よ
う
で
す
。

親
鸞
聖
人
に

で
あ
う

「
山
」

   ―

比
叡
山
で
の
学
び―

第
3
回

　
9
歳
で
出
家
し
た
親
鸞
聖
人
は
、
伝
教
大
師
最
澄

（
7
6
7
〜
8
2
2
）が
開
か
れ
た
天
台
宗
の
ご
本
山
、

比
叡
山
延
暦
寺
に
て
、仏
道
修
養
の
生
活
に
入
ら
れ
ま

す
。山
で
の
生
活
は「
論
湿
寒
貧
」（
下
段
参
照
）の
言
葉

で
表
さ
れ
る
よ
う
に
、厳
し
い
修
行
三
昧
の
日
々
で
し
た
。

し
か
し
、そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、聖
人
の
妻
恵
信
尼
が
、

娘
の
覚
信
尼
に
宛
て
た
お
手
紙
の
中
に
、常
行
三
昧
堂
に

て
堂
僧
と
し
て
過
ご
さ
れ
た
こ
と
や
、29
歳
で
下
山
さ
れ
た

こ
と
な
ど
が
伝
わ
る
ぐ
ら
い
で
す
。

　
最
澄
は
、す
べ
て
の
人
が
仏
に
成
れ
る
と
説
く『
法
華

経
』の
教
え
に
基
づ
く
学
場
と
し
て
延
暦
寺
を
開
か
れ
ま

し
た
。そ
の
規
範
と
も
い
う
べ
き『
山
家
学
生
式
』に
、「
国

宝
と
は
財
宝
な
ど
の
こ
と
で
は
な
く
、本
当
に
生
き
る
道

を
求
め
て
歩
む
心
を
持
つ
人
の
こ
と
で
あ
る
」と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
よ
う
な
人
物
を
育
て
世
に
送
り

出
し
、社
会
の
片
隅
で
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
生
き
る
人
々

の
心
に
明
か
り
を
灯
し
、つ
な
が
り
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
を

大
切
に
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
こ
と
で
、平
和
で
明
る
い
社
会

の
実
現
と
人
々
の
幸
福
を
願
わ
れ
た
の
で
す
。

　
聖
人
も
、そ
の
よ
う
な「
本
当
に
生
き
る
人
と
成
る
」願

い
を
胸
に
、ひ
た
む
き
に
仏
道
に
学
ん
で
い
か
れ
ま
し
た
。

浄
土
真
宗
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
。

大
谷
中
・
高
等
学
校﹇
京
都
﹈で

生
徒
と
と
も
に
学
ば
れ
て
い
る
乾
さ
ん
と
、

中
高
生
の
素
直（
リ
ア
ル
）な
問
い
を
手
が
か
り
に
、

「
人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
」を

親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

あ

な
か

お
お

そ
こ

ま
な
ぶ

ぎ

の
わ
ん

し
ら

ぶ
っ

じ
ゅ

ぜ
せ
ん
だ
ら

せ
つ
か
ん
む

り
ょ
う

き
ょ
う

お
と
し

や
い
ば

いぬいふみ おいぬいふみ お

で
ん

ぶ
つ

え
ん

じ

ろ
ん

か
く

ど
う
そ
う

き
ょ
う

が
く

さ
ん

げ

が
く
し
ょ
う

か
た

と
も す

み

し
き

じ
ょ
う

し
ん

に

し
つ
か
ん

えげ

ほ

け

ざ
ん し

ん
ざ
ん
ま
い
ど
う

に

ぴ
ん

ざ
ん
ま
い

ど
う
し
ゅ
う

じ
ょ
う
ぎ
ょ
う

り
ゃ
く

よ
う

だ
い

し

さ
い
ち
ょ
う

ぎ
ょ
う

ろ
ん
し
つ
か
ん

し
ん
に

ぐ

が

さ
ん
ど
く

と
ん
じ
ん

こ

むた

た

さ
と

あ
み
ょ
う

ち し
ゅ
う

ち

ぴ
んり

た

よ
ろ
こ

し
ょ
う

も
う い

だ
ん

ぼ
ん
の
う

り

わ
く

こ

と
ん
よ
く

在庫がない場合は、書店からお取
り寄せいただけますので、書店員
さんにお尋ねください。

正信偈を書写して 慶讃法要をお勤めしよう

（Webカタログ掲載・商品動画配信中）

全国の書店で
東本願寺出版の書籍を

お買い求めいただけます！

全国の書店で
東本願寺出版の書籍を

お買い求めいただけます！
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日本全国のご門徒の方々や各地で開かれている同朋の会を紹介します。
Vol.229通信員リレーリポート

い ま

～是旃陀羅の課題～

御同朋
御同行
からの問いかけ

せんぜ らだ

おん どう ぎょう

おん どう ぼう

宗門が問われている『仏説観
無量寿経』における「是旃陀
羅」の語について、様々な視点
からこの問題を考えていかなけ
ればなりません。このコーナー
では、これまでの歴史を振り返
りながら、宗門に属するすべて
の人々が課題を共有できるよう
情報を発信していきます。

ぶっ

む

ら

りょうじゅきょう ぜ せん だ

せつかん

第11回

乾 文雄乾 文雄
京都教区近江第5組
正念寺住職

大谷中学・高等学校講師

京都教区近江第5組
正念寺住職

大谷中学・高等学校講師

　
そ
の
後
、悲
し
み
の
日
々
を
送
る
仲
大
底

さ
ん
に
別
院
か
ら「
青
年
層
を
対
象
と
し
た

仏
教
勉
強
会
を
開
く
の
で
す
が
、参
加
し
ま

せ
ん
か
？
」と
声
が
か
か
っ
た
こ
と
が
仏
教

と
の
縁
と
な
っ
た
。

　「
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
も
ど
か
し
さ
や
母

親
の
死
を
通
じ
て
、仏
教
に
対
し
て
興
味
が

わ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、学
べ
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
い
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
参
加
し
て
い
る
月
１
回

開
催
の「
青
年
勉
強
会
」で
は
、建
築
業
や

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
メ
ン
バ
ー
が
集
う
。テ
キ
ス
ト
を
輪

読
し
て
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
い
た
だ
き
方
を

語
り
合
っ
て
い
る
。仲
間
と
の
語
り
合
い
を

通
し
て
、自
分
で
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た

言
葉
と
の
出
あ
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
る

そ
う
だ
。  

　
母
の
死
か
ら
3
年
が
経
ち
、仲
大
底
さ

ん
は
、「
い
の
ち
の
大
切
さ
、今
こ
の
身
が
在

る
あ
り
が
た
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。母
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

生
き
て
い
る
時
だ
け
で
な
く
、亡
く
な
っ
て

も
な
お
教
え
て
く
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す

ね
」と
語
る
。

 

仲
大
底
さ
ん
の
姿
勢

に
、共
に
聞
法
の
道
を

歩
ん
で
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

母
と
の
死
別
か
ら
の
出
発

仲
大
底 

学
さ
ん
（
38
歳
）

　
今
回
は
、沖
縄

県
宜
野
湾
市
に
あ

る
沖
縄
別
院
で
聞

法
に
励
ま
れ
て
い

る
青
年
を
ご
紹
介

す
る
。

　
石
垣
島
の
出
身

で
お
し
ゃ
れ
好
き

の
仲
大
底
学
さ

ん
。地
元
の
高
校
卒
業
後
、当
時
流
行
だ
っ

た
カ
リ
ス
マ
美
容
師
に
憧
れ
、那
覇
の
美
容

専
門
学
校
に
進
学
。そ
の
後
20
歳
か
ら
東

京
へ
出
て
、夢
だ
っ
た
美
容
室
で
働
き
は
じ

め
る
。

　
希
望
に
満
ち
た
未
来
を
思
い
描
い
て
い

た
が
、現
実
は
数
多
く
の
技
術
の
習
得
が

必
須
で
、店
の
営
業
後
、夜
遅
く
ま
で
練
習

し
、何
度
も
試
験
を
受
け
て
美
容
師
修
業
に

励
ん
だ
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、ヘ
ア
カ
ッ
ト

ま
で
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
。東
京
で
の
生
活

が
14
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
そ
ん
な
時
、「
母
親
に
大
病
が
見
つ
か
っ

た
」と
の
報
せ
が
飛
び
込
む
。仲
大
底
さ
ん

は
す
ぐ
に
沖
縄
へ
帰
る
こ
と
を
決
心
し
た
。

　
献
身
的
に
母
の
看
病
を
さ
れ
る
も
、

2
0
1
9
年
の
春
、母
は
そ
の
命
を
終
え
ら

れ
た
。通
夜
、葬
儀
、中
陰
は
沖
縄
別
院
が

執
り
行
っ
た
。　
　

現在を きる

沖縄別院の鐘楼にて

勉強会の様子（右側手前が仲大底さん）

沖
縄
別
院
門
徒

現
在
︑仏
事
の
場
で﹃
仏
説
観
無

量
寿
経
﹄︵
以
下﹃
観
経
﹄︶が
読
誦
さ

れ
る
際
︑﹁
是
旃
陀
羅
﹂の
語
が
読
ま

れ
る
こ
と
に
対
す
る
痛
み
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
︒﹃
観
経
﹄に
お
い
て

﹁
旃
陀
羅
﹂は
貶
め
ら
れ
︑差
別
さ
れ

て
お
り
︑そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
直

接
的
な
文
脈
が
な
い
中
で
︑こ
の
語

を
聞
く
こ
と
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
の

問
い
か
け
で
す
︒

　宗
門
は
︑全
国
水
平
社
が
創
立
し

て
以
来
︑﹃
観
経
﹄の﹁
是
旃
陀
羅
﹂の

差
別
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
︑ま
た

﹁
旃
陀
羅
﹂を
被
差
別
部
落
の
人
び
と

に
た
と
え
て
教
化
の
現
場
で
語
り
︑

部
落
差
別
を
助
長
・
正
当
化
し
て
き

た
こ
と
を
問
わ
れ
て
き
ま
し
た
︒同

じ
真
宗
門
徒
か
ら
の﹁﹁
是
旃
陀
羅
﹂

の
教
説
部
分
は
︑被
差
別
者
に
と
って

は
や
り
き
れ
な
い
ほ
ど
︑心
に
痛
み

を
感
じ
る
﹂︵
小
森
龍
邦﹃
親
鸞
思
想

に
魅
せ
ら
れ
て
﹄︶と
い
う
訴
え
は
︑

そ
の
歴
史
の
う
え
に
︑今
あ
ら
た
め

て
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
︒

　こ
の
言
葉
は
︑イ
ン
ド
に
お
け
る

﹁
旃
陀
羅
﹂差
別
の
深
刻
さ
と
と
も

に
︑宗
門
が﹁
是
旃
陀
羅
﹂の
語
を

も
っ
て
被
差
別
部
落
の
人
び
と
を
差

別
し
︑部
落
差
別
に
宗
教
的
な
根
拠

を
与
え
て
き
た
こ
と
へ
の
悲
し
み
の

叫
び
に
他
な
り
ま
せ
ん
︒そ
こ
に
は

経
典
を
︑自
ら
の
差
別
性
を
聞
き
開

い
て
い
く
よ
う
な﹁
教
え
﹂と
し
て
で

は
な
く
︑安
易
に
権
威
あ
る
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
て
き
た
私
た
ち
の
問

題
が
あ
り
ま
す
︒そ
し
て
︑実
際
に
差

別
に
苦
し
む
人
び
と
か
ら
問
わ
れ
て

い
て
も
︑こ
の
課
題
に
無
関
心
で
あ
り

続
け
︑正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
が
︑つい
に﹁
痛
い
﹂と
い
う

表
現
に
ま
で
さ
せ
て
い
る
の
で
す
︒

　﹁セ
ン
ダ
ラ
﹂と
読
ま
れ
る﹁
音
﹂が

刃
と
な
っ
て
︑聞
く
人
に
痛
み
を
与

え
︑差
別
被
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
る

と
い
う
こ
と
︒具
体
的
な
行
為
と
し

て
︑仏
事
の
場
が
差
別
を
再
生
産
し

て
い
る
と
の
声
を
知
ら
さ
れ
た
時
︑

今
後
ど
の
よ
う
な
一
歩
を
進
め
て
い

く
の
か
︒そ
の
問
い
は
︑私
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
の

で
す
︒

今
︑問
わ
れ
て
い
る
こ
と︵
3
︶

心
に
痛
み
を
感
じ
る

解
放
運
動
推
進
本
部

0
7
5
　3
7
1
　9
2
4
7

kaiho@
higashihonganji.or.jp

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
開
教
本
部

浄
土
真
宗
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
。

大
谷
中
・
高
等
学
校﹇
京
都
﹈で

生
徒
と
と
も
に
学
ば
れ
て
い
る
乾
さ
ん
と
、

中
高
生
の
素
直（
リ
ア
ル
）な
問
い
を
手
が
か
り
に
、

「
人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
」を

親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

る
日
の
高
校
３
年
生
の
授
業

で
す
。

「
親
鸞
さ
ん
の
比
叡
山
時
代
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
３
つ
。こ
れ
大
事
！
」

「
先
生
、そ
れ
テ
ス
ト
に
出
ま
す
か
？
」

「
う
〜
ん
…
　
出
る
と
言
え
ば
聞
い
て
く

れ
る
な
ら
出
る
と
言
っ
て
お
こ
う
。で
も

な
、漢
字
で
書
け
と
か
意
味
を
答
え
な
さ

い
じ
ゃ
面
白
く
な
い
。こ
の
言
葉
か
ら
何

を
学
ん
だ
か
、ど
ん
な
自
分
が
見
え
て
き

た
か
を
書
い
て
も
ら
う
か
ら
」

「
え
え
〜
っ
⁉
」

　
宗
教
の
授
業
は
宗
教
を
学
ぶ
時
間
で

は
な
く
宗
教
に
学
ぶ
時
間
で
す
。「
宗
教

に
自
分
を
学
ぶ
」時
間
な
の
で
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
目
は『
論
湿
寒

貧
』。こ
れ
は
厳
し
い
修
行
・
修
学（
論
）

が
、夏
の
蒸
し
暑
さ（
湿
）と
冬
の
凍
て

つ
く
寒
さ（
寒
）の
中
、質
素
な
生
活

（
貧
）の
も
と
に
行
わ
れ
た
修
行
生
活
の

厳
し
さ
を
表
し
ま
す
。2
つ
目
は『
忘
己

利
他
』。私
欲
を
離
れ
て
人
の
悦
び
に
尽

く
す
と
い
う
、い
わ
ば
目
指
す
べ
き
人

間
像
。3
つ
目
は『
断
惑
証
理
』。こ
れ

は
、ほ
ん
と
う
に
厳
し
い
道
で
す
ね
。

「
惑
は
煩
悩
の
こ
と
や
な
。煩
悩
っ
て
何

や
っ
た
っ
け
？
」

「
苦
し
み
の
種
の
事
で
す
」

「
す
ば
ら
し
い
。も
う
少
し
言
う
と
、煩
悩

は
自
分
を
悩
ま
せ
た
り
迷
わ
せ
た
り
す

る
心
の
は
た
ら
き
の
こ
と
や
っ
た
な
。そ

の
中
で
も〝
ど
ぎ
つ
い
〞の
が
？
」

「
そ
れ
知
っ
て
る
。
ト
ン
ジ
ン
チ
！
」

　
煩
悩
の
話
は
、自
分
と
関
係
が
あ
る

と
感
じ
る
の
か
、み
ん
な
一
生
懸
命
聞

い
て
く
れ
ま
す
。あ
れ
も
欲
し
い
、こ
れ

も
欲
し
い
が
止
ま
ら
な
い
貪
欲
。気
に

入
ら
な
い
と
腹
が
立
っ
て
し
ょ
う
が
な

い
瞋
恚
。最
後
が
真
理
に
暗
い
愚
痴
。

「
痴
」と
い
う
字
は
私
た
ち
が
知
っ
て
い

る
、わ
か
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る

こ
と
が「
我
執
」の
病
に
か
か
っ
て
い
る

知
識
で
し
か
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、自
分
の
都
合
で
し
か
物
事

を
了
解
で
き
な
い
の
が
私
た
ち
の
本
性

で
す
。こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て「
三
毒
の
煩

悩
」、貪
瞋
痴
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
こ
こ
で
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
！
　
自

分
の
中
に
一
番
濃
く
存
在
す
る
煩
悩
は
ど

れ
？
　
ど
れ
か
一
つ
に
手
を
挙
げ
て
ね
」

「
結
果
発
表
で
す
。貪
欲
25
対
瞋
恚
10
対 

愚
痴
5
で
し
た
。こ
の
ク
ラ
ス
は
半
分
以

上
が
欲
深
く
、4
人
に
1
人
が
怒
り
っ
ぽ

く
、た
だ
の
勘
違
い
野
郎
だ
と
自
覚
し
て

い
る
人
が
5
人
と
い
う
結
果
で
し
た（
大

笑
い
）」

「
と
こ
ろ
で
な
、愚
痴
を
自
覚
し
て
い
る

人
が
少
な
い
と
い
う
の
は
実
は
大
問
題

な
の
よ
。つ
ま
り
、私
は
大
丈
夫
、き
ち
ん

と
わ
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
と
い
う
こ
と
。そ
れ
を
仏
教
で
は
無
明

と
い
う
ん
や
け
ど
、そ
れ
は
ま
た
次
回
」

　
真
理
に
近
づ
く
に
は
煩
悩
を
断
つ

道
し
か
な
い
。し
か
し
、修
行
を
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
に
、煩
悩
ま
み
れ
の
自
分

が
浮
き
彫
り
と
な
る
。そ
の
現
実
に
め

げ
る
こ
と
な
く
、覚
り
を
得
る
べ
く
修

行
を
お
続
け
に
な
る
聖
人
。煩
悩
を

断
つ
こ
と
な
く
、あ
る
が
ま
ま
に
救
わ

れ
て
い
く「
本
願
念
仏
」の
道
に
出
遇

う
の
は
、ま
だ
ま
だ
先
の
よ
う
で
す
。

親
鸞
聖
人
に

で
あ
う

「
山
」

   ―

比
叡
山
で
の
学
び―
第
3
回

　
9
歳
で
出
家
し
た
親
鸞
聖
人
は
、
伝
教
大
師
最
澄

（
7
6
7
〜
8
2
2
）が
開
か
れ
た
天
台
宗
の
ご
本
山
、

比
叡
山
延
暦
寺
に
て
、仏
道
修
養
の
生
活
に
入
ら
れ
ま

す
。山
で
の
生
活
は「
論
湿
寒
貧
」（
下
段
参
照
）の
言
葉

で
表
さ
れ
る
よ
う
に
、厳
し
い
修
行
三
昧
の
日
々
で
し
た
。

し
か
し
、そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、聖
人
の
妻
恵
信
尼
が
、

娘
の
覚
信
尼
に
宛
て
た
お
手
紙
の
中
に
、常
行
三
昧
堂
に

て
堂
僧
と
し
て
過
ご
さ
れ
た
こ
と
や
、29
歳
で
下
山
さ
れ
た

こ
と
な
ど
が
伝
わ
る
ぐ
ら
い
で
す
。

　
最
澄
は
、す
べ
て
の
人
が
仏
に
成
れ
る
と
説
く『
法
華

経
』の
教
え
に
基
づ
く
学
場
と
し
て
延
暦
寺
を
開
か
れ
ま

し
た
。そ
の
規
範
と
も
い
う
べ
き『
山
家
学
生
式
』に
、「
国

宝
と
は
財
宝
な
ど
の
こ
と
で
は
な
く
、本
当
に
生
き
る
道

を
求
め
て
歩
む
心
を
持
つ
人
の
こ
と
で
あ
る
」と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
よ
う
な
人
物
を
育
て
世
に
送
り

出
し
、社
会
の
片
隅
で
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
生
き
る
人
々

の
心
に
明
か
り
を
灯
し
、つ
な
が
り
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
を

大
切
に
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
こ
と
で
、平
和
で
明
る
い
社
会

の
実
現
と
人
々
の
幸
福
を
願
わ
れ
た
の
で
す
。

　
聖
人
も
、そ
の
よ
う
な「
本
当
に
生
き
る
人
と
成
る
」願

い
を
胸
に
、ひ
た
む
き
に
仏
道
に
学
ん
で
い
か
れ
ま
し
た
。

浄
土
真
宗
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
。

大
谷
中
・
高
等
学
校﹇
京
都
﹈で

生
徒
と
と
も
に
学
ば
れ
て
い
る
乾
さ
ん
と
、

中
高
生
の
素
直（
リ
ア
ル
）な
問
い
を
手
が
か
り
に
、

「
人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
」を

親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

あ

な
か

お
お

そ
こ

ま
な
ぶ

ぎ

の
わ
ん

し
ら

ぶ
っ

じ
ゅ

ぜ
せ
ん
だ
ら

せ
つ
か
ん
む

り
ょ
う

き
ょ
う

お
と
し

や
い
ば

いぬいふみ おいぬいふみ お

で
ん

ぶ
つ

え
ん

じ

ろ
ん

か
く

ど
う
そ
う

き
ょ
う

が
く

さ
ん

げ

が
く
し
ょ
う

か
た

と
も す

み

し
き

じ
ょ
う

し
ん

に

し
つ
か
ん

えげ

ほ

け

ざ
ん し

ん
ざ
ん
ま
い
ど
う

に

ぴ
ん

ざ
ん
ま
い

ど
う
し
ゅ
う

じ
ょ
う
ぎ
ょ
う

り
ゃ
く

よ
う

だ
い

し

さ
い
ち
ょ
う

ぎ
ょ
う

ろ
ん
し
つ
か
ん

し
ん
に

ぐ

が

さ
ん
ど
く

と
ん
じ
ん

こ

むた

た

さ
と

あ
み
ょ
う

ち し
ゅ
う

ち

ぴ
んり

た

よ
ろ
こ

し
ょ
う

も
う い

だ
ん

ぼ
ん
の
う

り

わ
く

こ

と
ん
よ
く

在庫がない場合は、書店からお取
り寄せいただけますので、書店員
さんにお尋ねください。

正信偈を書写して 慶讃法要をお勤めしよう

（Webカタログ掲載・商品動画配信中）

全国の書店で
東本願寺出版の書籍を

お買い求めいただけます！

全国の書店で
東本願寺出版の書籍を

お買い求めいただけます！

B O O K

書籍の詳細情報・
試し読みはコチラ
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真宗本廟奉仕に参加しませんか？

お内仏（仏壇）のお給仕をはじめ、私たちに
とって「ご本尊」はなぜ大切なのかということを確かめます。

阿弥陀堂・御影堂の縁や畳のふき掃
除をはじめ、境内・渉成園等の草取り
や落ち葉掃きを行います。

結成式・解散式

日程の最初と最後に、皆で集まって
「正信偈」をお勤めします。

食　事

入館している団体全員で一緒にいた
だきます。簡単な準備や後片付けは
食事当番が行います。
※感染症予防対策のため、一方向の席にしています。

諸殿拝観

通常は非公開の諸殿を見学し、建築
物の歴史的背景から東本願寺の歴
史を学びます。

座談（語り合い）

講義（おはなし）の内容や、日ごろ感じ
ていることを語り合います。奉仕団で
は、特に大切にしている時間です。

講義（おはなし）

講義（おはなし）を聞き、日々の生活
を問い返します。

清掃奉仕

お内仏のお給仕

日程中、仏弟子としての歩みを始める誓いの式
である帰敬式（おかみそり）を受式することができます。
帰敬式（おかみそり）

※上記冥加金の他に、2泊3日の場合は米2kg（1升4合）または米代1,300円、1泊2日の場合は米1.2kg（８合）または米代800円が必要です。
※継続的な本廟奉仕上山を願い、団体補助（5人以上）や旅費補助（一部地域を除く）を実施しています。詳しくはお問い合わせください。

●申込方法

大人
（15歳以上）
※学生以外期　間

種　別 学　　生
高 校 生 小中学生 団体園児

18,000円２泊３日
（最大7食付） 13,500円 9,000円 5,000円

未就学児

ー
13,000円１泊２日

（最大４食付） 9,500円 6,500円 3,500円

ＴＥＬ：075-371-9185　ＦＡＸ：075-371-9201
メール：dobokaikan@higashihonganji.or.jp

〒600-8308 京都市下京区七条通新町東入ル新シ町121（東本願寺境内南側）

東本願寺 同朋会館 　

お申込み・お問い合わせ

真宗本廟奉仕のお申し込みについて

「慶讃法要奉仕団」「讃仰奉仕団」「真宗本廟奉仕 体験奉仕団」

研修部に電話いただくか、同朋会館ホームペー
ジにある申込フォームからご予約ください。
お申し込み受付後、「真宗本廟奉仕申込書」を
お送りしますので、必要事項をご記入の上、上
山30日前までに研修部へご提出ください。

●同朋会館冥加金（参加費）

●帰敬式を受式される方

いろいろな奉仕団を提案する「真宗本廟奉
仕 ご案内カタログチラシ」をもとに、奉仕
団を企画してみませんか。チラシの送付を
ご希望の方は研修部までお問い合わせく
ださい。

5人以上で奉仕団を企画できます

おみがき奉仕団 3月・7月・1 1月

法要を迎えるにあたって、阿弥陀堂や御
影堂の仏具のおみがきを中心とした奉
仕団です。両堂で用いられる仏具の大き
さを体感できます。

春の法要奉仕団 4月

親鸞聖人の御誕生を縁として勤まる親
鸞聖人御誕生会（音楽法要）など、春の
法要への参拝を中心とした奉仕団です。
※2023年は実施しません

慶讃法要奉仕団 2泊3日

法要参拝（2日目は参拝席指定）を日程
の中心とし、その他、各所での催事（慶讃
テーマ館、門前ひろば）の観覧、清掃奉
仕を行います。
※３日間すべて、法要参拝を中心とした日程にすることも可
能です。清掃奉仕などの基本日程を踏まえつつ、各奉仕
団ごとに日程をつくりあげて行います。

讃仰奉仕団
2泊3日

日程2日目に親鸞聖人ゆかりの
御旧跡を訪ね、修学の日々を送
られた歩みをたどります。
※参加費（冥加金）に加え「御旧跡参拝参加
費」として別途5,000円が必要です

真宗本廟奉仕 体験奉仕団

1泊2日・「慶讃法要奉仕団」
期間中のみ開催

真宗本廟奉仕を体験いただく、1泊2日の奉仕団です。
参拝は自由席となります。①教導は担当せず、補導の
みが担当します。②基本的に、5名以上の団体のみと
します。③結成式・解散式は行いません。

報恩講奉仕団 1 1月

親鸞聖人の御命日を縁として勤まる1
年でもっとも大切な法要である「報恩
講」への参拝を中心とした奉仕団です。
境内では各種催しも行われます。

お煤払い奉仕団 12月

歳末、1年分の埃を竹の棒と大きな団扇
で外へ扇ぎだし、新しい年をお迎えする
準備を行う「お煤払い」に参加する奉仕
団です。

子どもたちの
真宗本廟奉仕！ 通年

真宗本廟（東本願寺）での思い出づくり
をテーマに、子どもたちが東本願寺で思
いっきり遊ぶ奉仕団です。

2023年に厳修される「宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要」の
期間に募集している奉仕団です。
寺院や5人以上のグループで慶讃法要にお遇いする大切な時をお迎えしませんか。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、2020年以降、子ども奉仕団を休止して
います。感染症の感染収束が見通せるまでの間、日曜学校や寺院の子ども会など
少人数による「子どもたちの真宗本廟奉仕！」を実施しています。

中学生・高校生奉仕団 8月

中学生・高校生対象。全国から集まっ
た同世代の人と寝食を共にしながら、
人間関係や自分自身についてあらため
て考える奉仕団です。

蓮ちゃん

鸞恩くん

あかほんくん

真宗本廟奉仕と同朋会館　真宗本廟（東本願寺）境内にある「同

朋会館」は、全国から集う方々が寝食を

共にし、親鸞聖人の教えを聞き、真宗門徒

の生活を習う聞法の道場です。

　真宗本廟奉仕に参加して、自分自身を

見つめ直してみませんか？

　新しい自分と出会えるかもしれません。

　戦後、手入れが行き届かず荒廃していた東本願寺のために、全国のご門
徒が、お米や味噌、野菜などを携えて寄り合い、泊まり込みで境内の清掃
奉仕を行いながら、お念仏の教えを聞き、語り合いました。今とは違い、食
堂もお風呂もない「和敬堂」という建物での生活でした。
　1959（昭和34）年、宿泊・聞法の施設として竣工した同朋会館は、誕生か
ら60年近くを経て、真宗本廟奉仕施設（同朋会館・研修道場・和敬堂）の
改修・新築工事に伴い、2018（平成30）年7月にリニューアルいたしました。

#真宗本廟奉仕に参加しました

いつも学校にいる

ときは一日がとて

も長く感じるけど、

京都の生活はとて

も短く感じました。

毎日の生活から

離れ、聞法の場

に身をおくこと

は大切なことだ

と思います。

日ごろ感じたり考えたりし

ていなかったことに気づ

かされ、考えさせられまし

た。非常に貴重な体験がで

き、感謝いたします。

真宗本廟奉仕をより具
体的に紹介した動画「真
宗本廟奉仕に行こう」
も、ぜひご視聴ください。

真宗本廟奉仕での過ごし方 テーマ・対象別の募集
お一人から参加できます！

ご入館される皆様に安心してお
過ごしいただけるよう「真宗本
廟奉仕施設における新型コロ
ナウイルス感染症予防ガイドラ
イン」を策定し、運営しています。

礼金10,000円（20歳以下は5,000円）

募集中！

ご予約は研修部までお電話ください。

2023年3月25日～4月29日

お寺で過ごそう、
お寺で語ろう

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年

カタログチラシはコチラ

慶讃法要奉仕団（2泊3日）

【第１期法要】
3月25日(土)～27日(月)
3月28日(火)～30日(木)
4月 1日(土)～ 3日(月)
4月 6日(木)～ 8日(土)

【第２期法要】
4月15日(土)～17日(月)
4月18日(火)～20日(木)
4月21日(金)～23日(日)
4月24日(月)～26日(水)
4月27日(木)～29日(土)

讃仰奉仕団（2泊3日）

4月 9日(日)～11日(火)
4月12日(水)～14日(金)

パンフレットはコチラ

ゆっくり安心して慶讃法要にお遇いします

YouTube 真宗大谷派東本願寺 　

宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌法要

比叡山延暦寺 横川中堂

しん しゅう ほん びょう ほう し

れん

らんおん

わ きょうどう

ぽうもん

ほこり

すす

うちわ

しょう しん げ

ない ぶつ

ほんぞん

しょうせいえん

き きょうしき

きょうさん さん ごう

真宗門徒として帰敬式（おかみそり）を受けましょう御本尊は本山からお受けしましょう
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今
月
の

法
話

慶讃 ニュース
きょう さん

本願寺聖人伝絵（康永本）

　「
私
は
正
し
い
　
争
い
の
根
は
　
こ
こ

に
あ
る
」同
朋
会
館
の
廊
下
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
言
葉
で
す（
奉
仕
団
で
上
山
さ
れ

た
ご
門
徒
が
仰
っ
た
こ
と
を
担
当
の
補
導

さ
ん
が
書
き
留
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
）。

　
私
た
ち
は
皆
、自
ら
の
正
し
さ
、価
値

観
を
握
り
し
め
生
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
の
握
り
し
め
て
い
る
も
の
が

本
当
に
間
違
い
の
な
い
も
の
な
の
か
、あ
て

に
な
る
も
の
な
の
か
を
確
か
め
る
こ
と（
仕

組
み
）が
な
け
れ
ば
、そ
れ
は
独
善
に
し
か

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。自
ら
を
教
え
に
聞
い

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
思

い
ま
す
。

　
私
は
八
十
三
歳
に
な
る
父（
前
住
職
）

に
辛
く
当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。父
は

目
が
不
自
由
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、動
き
が
遅
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。物
忘

れ
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な

父
に「
し
っ
か
り
し
て
よ
」、「
何
回
も（
同

じ
こ
と
を
）言
わ
せ
な
い
で
よ
」と
き
つ
い

口
調
で
私
は
迫
り
ま
す
。母
か
ら
は「
も

う
少
し
優
し
く
で
き
な
い
の
か
」と
言
わ

れ
、自
分
で
も
、頭
で
は
こ
れ
が「
老
い
」

な
の
だ
と
解
っ
て
い
る
つ
も
り
が
、一
緒
に

生
活
す
る
中
で
の
イ
ラ
イ
ラ
や
腹
立
ち
か

ら
、言
葉
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、お
寺
で
法
座
が
勤
ま

り
、私
と
父
は
本
堂
の
内
陣
に
出
仕
を

し
、お
勤
め
を
し
ま
し
た
。お
勤
め
が
終
わ

り
、父
は
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
、少
し
お

ぼ
つ
か
な
い
足
取
り
で
退
出
し
ま
し
た
。

参
詣
さ
れ
た
ご
門
徒
の
方
々
は
心
配
そ
う

に
父
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。法
座
が
終

わ
っ
た
後
、側
に
来
ら
れ
た
一
人
の
ご
門
徒

さ
ん
か
ら「
ご
院
家（
住
職
）さ
ん
、親
に

あ
ん
な
顔
を
す
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。退
出
時
は
二
人
そ
ろ
っ

て
退
出
し
よ
う
と
、私
は
立
ち
上
が
る
の

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
父
を
待
っ
て
い
た

の
で
す
が
、そ
の
時
の
私
の
顔
を
見
て
の

言
葉
で
し
た
。本
当
に
恥
ず
か
し
く
な
り

ま
し
た
。お
そ
ら
く
と
て
も
冷
た
い
顔
を

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 
「
自
分
の
た
め
に

し
か
生
き
ら
れ
な
い
」と
い
う
我
執
が
、自

分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
生
活
の
中
に

出
て
い
る
こ
と
を
言
い
当
て
ら
れ
た
瞬
間

で
し
た
。

　
も
と
も
と
私
た
ち
は
、わ
が
ま
ま
で
、身

勝
手
で
、自
分
を
優
先
し
て
し
ま
う
も
の

を
持
っ
て
い
ま
す
。で
も
、そ
の
こ
と
を
他

人
か
ら
指
摘
さ
れ
て
も
な
か
な
か
う
な
ず

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、う
な
ず
け

て
も
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
に

は
、ど
こ
ま
で
も
自
ら
を「
私
は
正
し
い
」

と
信
じ
て
疑
わ
な
い
自
分
が
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
親
鸞
聖
人
は
、自
ら
の
物
差
し
を
握
り

し
め
、自
ら
の
考
え
を
依
り
処
に
し
て
生

き
て
い
く
生
き
方
を『
一
念
多
念
文
意
』

に
、

自
力
と
い
う
は
、わ
が
み
を
た
の
み
、

わ
が
こ
こ
ろ
を
た
の
む
、わ
が
ち
か
ら

を
は
げ
み
、わ
が
さ
ま
ざ
ま
の
善
根

を
た
の
む
ひ
と
な
り
。

　
　
　
　
　（『
真
宗
聖
典
』五
四一頁
）

と
、お
さ
え
ら
れ
、そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
る

人
間
を「
自
力
を
は
げ
む
ひ
と
」（
同
前
）

と
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、親
鸞
聖
人
は
こ
の「
自
力
を
は

げ
む
ひ
と
」を「
善
人
」と
さ
れ
、「
悪
人
」

と
い
う
こ
と
を『
歎
異
抄
』第
三
章
で

煩
悩
具
足
の
わ
れ
ら
は
、い
ず
れ
の

行
に
て
も
、生
死
を
は
な
る
る
こ
と

あ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
あ
わ
れ
み
た
ま

い
て
、願
を
お
こ
し
た
ま
う
本
意
、悪

人
成
仏
の
た
め
な
れ
ば
、他
力
を
た

の
み
た
て
ま
つ
る
悪
人
、も
っ
と
も
往

生
の
正
因
な
り
。

　
　（『
真
宗
聖
典
』六
二
七―

六
二
八
頁
）

と
、他
力（
弥
陀
の
本
願
）を
た
の
む
人
を

「
悪
人
」と
、独
特
の
言
い
回
し
で
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「
自
ら
の
物
差
し
を
握
り
し
め
、自
ら

の
考
え
を
依
り
処
に
し
て
生
き
て
い
る

私
」や
、「
わ
が
ま
ま
で
、身
勝
手
で
、自
分

を
優
先
し
て
し
ま
う
私
」、そ
う
い
う
私

の
姿
を
、届
け
ら
れ
て
い
る
教
え
に
よ
っ

て
、自
身
の
生
活
の
中
で「
思
い
当
た
る
」

と
い
う
形
で
自
覚
し
て
い
く
。自
力
を
は

げ
む「
善
人
」と
し
て
生
き
て
い
る
姿
を

知
ら
さ
れ
続
け
る
。そ
れ
が
教
え
に
聞
い

て
い
く
と
い
う
歩
み（
聴
聞
）な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
教
え
を
通
し
て
、自
分
の
愚
か
さ
、浅

ま
し
さ
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
い「
ご
め
ん
な

さ
い
」と
頭
が
下
が
り
う
な
ず
け
た
時
に

は
じ
め
て
、目
の
前
の
人
と
出
会
え
る
の

で
し
ょ
う
。私
た
ち
は
共
に
生
き
て
い
る
と

い
い
な
が
ら
、わ
が
身
、わ
が
心
、わ
が
力

を
た
の
む
が
故
に
、お
互
い
出
会
え
な
い

ま
ま
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。な
か
な

か
父
と
出
会
え
て
い
な
い
私
が
そ
こ
に
い

ま
す
。

　
念
仏
の
教
え
は
、私
の
深
い
罪
業
の
身

（
自
分
の
た
め
に
し
か
生
き
て
こ
な
か
っ

た
）を
照
ら
し
、教
え
て
く
れ
ま
す
。そ
の

教
え
に「
そ
う
で
し
た
」と
う
な
ず
け
た

時
、私
た
ち
は
親
鸞
聖
人
が
仰
る
と
こ
ろ

の「
悪
人
」と
な
る
の
で
し
ょ
う
。念
仏
申

す
身
を
い
た
だ
き
、弥
陀
の
本
願
を
た
の

む
悪
人
た
る
共
通
の
大
地
を
た
ま
わ
る
こ

と
に
お
い
て
、本
当
の
意
味
で
他
者
と
共

に
生
き
る
世
界
が
開
か
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
や
戦
争
の
あ
る
中
、私
た
ち
は

慶
讃
法
要
を
お
迎
え
し
ま
す
。今
、こ

の
時
を
生
き
て
い
る
私
を
、時
代
社
会

か
ら
問
わ
れ
る
私
を
、念
仏
の
教
え
に

た
ず
ね
、明
ら
か
に
す
る
御
縁
と
し
た

い
で
す
。

第25回

京都教区石東組　浄慶寺 藤浪 遊

自力をはげむひと

「
仏
法
は
、聴
聞
に
き
わ
ま
る
こ
と
な
り
」（「
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
」）と
教
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

真
宗
門
徒
は
昔
か
ら
仏
法
聴
聞
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。日
々
の
生
活
の
中
で

仏
さ
ま
の
教
え
を
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
に
、毎
月
一
話
ず
つ
掲
載
し
ま
す
。

ち
ょ
う
も
ん

　来年3月25日から、京都国立博物館において「親鸞展」が開催されます。
　このたびの「親鸞展」は、東本願寺、西本願寺、専修寺の所蔵する国宝をはじめ親鸞聖人ゆかりの品々が集結し、国宝12
件、重要文化財約70件以上を含む、過去最大の出陳件数となる予定です。特に、『教行信証』坂東本・西本願寺本・高田本が
初めて集結するなど、見所多数です。ぜひお誘いあわせのうえご観覧ください。
　なお、前売チケットの取り扱いについては、貸切バスを利用する団体は親鸞展事務局（TEL：075-276-2282）まで、貸
切バスを利用しない団体・個人の方は最寄りの教務所までお問合せください。

京都国立博物館　平成知新館（京都市東山区茶屋町527）
午前9時から午後5時30分まで（入館は閉館の30分前まで）
月曜日
一    般 1,800円（前売料金：1,600円）
大学生 1,200円（前売料金：1,000円）
高校生　 700円（前売料金：   500円）

京都国立博物館・朝日新聞社・
NHK京都放送局・NHKエンタープライズ近畿

真宗教団連合
　

期 間
会 場
開館時間
休 館 日
観 覧 料

主 催

特別協力

　（１）親鸞聖人影像（安城御影）…●　（２）本願寺聖人伝絵（康永本）…●
（３）本願寺聖人親鸞伝絵（弘願本）…●　（４）教行信証（坂東本）…▲
（５）一念多念文意…●　（６）二尊大悲本懐　（７）皇太子聖徳奉讃
（８）親鸞聖人消息　（９）桜花図／松・藤花図　（10）安養六種図

「親鸞聖人生誕八百五十年特別展 親鸞―生涯と名宝―」のご案内「親鸞聖人生誕八百五十年特別展 親鸞―生涯と名宝―」のご案内

『親鸞聖人』（出家）を発行『親鸞聖人』（出家）を発行
ほとけの子リーフレット ほとけの子リーフレット No.3No.3

出陳件数過去最大で見どころ満載！出陳件数過去最大で見どころ満載！

　7月28日から30日
まで、同朋会館で全国
推進員連絡協議会の
慶讃事業として「孫子
世代への法義相続奉
仕団」が開催されまし
た。教導に酒井義一
氏（東京教区存明寺

住職）を迎え、4歳から86歳までの28人が参加しました
（祖父母・親世代21人【推進員】、孫子世代7人）。夜の諸
殿拝観や全体座談の時間もあり、世代を超えた交流が
生まれました。最終日の「御本尊手渡し式」では、祖父
母・親世代から「これからも一緒に教えを聞いていこう」
というメッセージとともに孫子世代へと額装御本尊が手
渡されました。
　参加者からは「孫子世代に色々と教えるつもりが、逆に
教えられることもあった」、「新しい友達ができて、三日間が
あっという間だった」と
の声が聞かれました。堀
江勇夫氏（全推協会長）
は「定期的に実施できる
よう検討していきたい」
と述べました。

　青少幼年センターから『聖徳太子』、『花まつり』に続き、『親鸞聖
人』（出家）が発行されました。親鸞聖人の誕生から出家までの歴史
や、出家をテーマにしたやさしい文章が掲載されています。『同朋新
聞』と同様に、仏事の場や子ども会、同朋の会などでぜひご活用く
ださい。リーフレットは、青少幼年センターまたは最寄りの教務所
でお求めいただけます。（無償）

「孫子世代への
法義相続奉仕団」を開催
「孫子世代への

法義相続奉仕団」を開催

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業

全国推進員連絡協議会全国推進員連絡協議会

慶讃法要ボランティアを募集します！ このたび、“慶讃法要ボランティア”としてご協力いただける方を募集します。真宗本廟で、全国の
御同朋とともに慶讃法要をお迎えしませんか。多くの方々の参加をお待ちしております。

応募・お問い合わせ   真宗大谷派宗務所総務部　慶讃ボランティア募集係
〒600-8505  京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地　

TEL：075-371-9272
FAX：075-371-1214

真宗大谷派の僧侶・門徒・関係学校の学生
所定のエントリーシートに必要事項を記入のうえ、右記応募先まで郵送または
FAXにて提出ください。
※エントリーシートは宗派ホームページよりダウンロードできます。
※郵送をご希望の場合は右記「慶讃法要ボランティア募集係」へご連絡ください。
２０２３年２月２８日（火）
①清掃・接遇業務　②境内催事「憩いのひろば」「子どものひろば」のお手伝い

募集対象
応募方法 

応募締切
募集内容

稚児申込書はこちらから
ダウンロードできます

桜花図

※

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
６
サ
イ
ズ

　（
Ａ
５
二
つ
折
り
）

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要
稚児を募集します！稚児を募集します！

　慶讃法要の各期最終日（結願）での稚児を募集します。諸殿から白洲を経て両堂へ出仕す
る僧侶の参堂列に加わりませんか。このご縁に、ぜひお申し込みください。

各期　稚児90人、役稚児10人

小学生6年生まで
※役稚児は法具を持つため、保護者の同伴なしでも参列できる方。
稚児10,000円、 役稚児15,000円
2022年12月15日（木）
申込書に必要事項をご記入の上、郵送またはFAXで本廟部式
務所稚児係までお申し込みください。

期　　日

募集人数

対　　象

冥 加 金
募集締切
申し込み

※申込書は東本願寺HPの「慶讃法要特設サイト」からダウンロードもしくは各教務所
へご連絡ください。日程等の詳細は、後日受付ハガキをお送りします。

青少幼年センター  TEL：075-354-3440（平日9：00～17：00）

お問い合わせ
真宗大谷派宗務所本廟部式務所 稚児係
〒600-8505  京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地
TEL:075-371-9188　FAX:075-371-9205

御本尊手渡しの様子

酒井教導による紙芝居を用いた法話の様子

教行信証（坂東本） 宗派からの出陳品（予定）

2023年3月25日（土）～5月21日（日）

ち ご

2023年4月   8日（土）【第1期法要 庭儀】
2023年4月29日（土）【第2期法要 庭儀】

慶讃特設サイトは
こちらから

※詳細は慶讃特設サイトをご参照ください。

※募集人数を超えた場合は抽選となる場合があります。

詳細はこちら

▲…国宝 ●…重要文化財

ふじ なみ ゆう

が

い
ち
ね
ん
た
ね
ん
も
ん
い

し
ゅ
う

よし

けちがん

かず

同朋新聞東本願寺出版ホームページで『同朋新聞』がお読みいただけます

ご注文は東本願寺出版（075-371-9189）まで 東本願寺出版 　

ご注文
お問い合わせは TEL：075-371-9189
寺川俊昭・大河内了悟・廣瀬杲・一楽典次・宮城顗・両瀬正雄  著   文庫判 408頁／定価： 1,320円（税込）

新刊
エッセンス

エッセンス

『親鸞の証明
　　-「正信偈」のこころ-』

浄土真宗の精髄「正信偈」に聞く

時代や国が変わろうと、どれだけ文明が発展してもなくならない
人間の問題、孤独や無気力、漠然とした不安…。
いかなる時代社会にあっても私たちの真の依りどころとなり、生き
る力となるものは何なのでしょうか。
真宗門徒にとってもっとも親しまれるおつとめであり、浄土真宗の
精髄が凝縮された親鸞聖人の偈「正信偈」を、近現代の真宗教
学界を牽引した６名の碩学がリレー形式でひもとく一冊です。

詳しい書籍情報は

うた

せきがく

（9）  第779号   第779号 （8）2022年（令和4年）10月1日 2022年（令和4年）10月1日朋新聞同朋新聞同



今
月
の

法
話

慶讃 ニュース
きょう さん

本願寺聖人伝絵（康永本）

　「
私
は
正
し
い
　
争
い
の
根
は
　
こ
こ

に
あ
る
」同
朋
会
館
の
廊
下
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
言
葉
で
す（
奉
仕
団
で
上
山
さ
れ

た
ご
門
徒
が
仰
っ
た
こ
と
を
担
当
の
補
導

さ
ん
が
書
き
留
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
）。

　
私
た
ち
は
皆
、自
ら
の
正
し
さ
、価
値

観
を
握
り
し
め
生
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
の
握
り
し
め
て
い
る
も
の
が

本
当
に
間
違
い
の
な
い
も
の
な
の
か
、あ
て

に
な
る
も
の
な
の
か
を
確
か
め
る
こ
と（
仕

組
み
）が
な
け
れ
ば
、そ
れ
は
独
善
に
し
か

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。自
ら
を
教
え
に
聞
い

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
思

い
ま
す
。

　
私
は
八
十
三
歳
に
な
る
父（
前
住
職
）

に
辛
く
当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。父
は

目
が
不
自
由
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、動
き
が
遅
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。物
忘

れ
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な

父
に「
し
っ
か
り
し
て
よ
」、「
何
回
も（
同

じ
こ
と
を
）言
わ
せ
な
い
で
よ
」と
き
つ
い

口
調
で
私
は
迫
り
ま
す
。母
か
ら
は「
も

う
少
し
優
し
く
で
き
な
い
の
か
」と
言
わ

れ
、自
分
で
も
、頭
で
は
こ
れ
が「
老
い
」

な
の
だ
と
解
っ
て
い
る
つ
も
り
が
、一
緒
に

生
活
す
る
中
で
の
イ
ラ
イ
ラ
や
腹
立
ち
か

ら
、言
葉
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、お
寺
で
法
座
が
勤
ま

り
、私
と
父
は
本
堂
の
内
陣
に
出
仕
を

し
、お
勤
め
を
し
ま
し
た
。お
勤
め
が
終
わ

り
、父
は
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
、少
し
お

ぼ
つ
か
な
い
足
取
り
で
退
出
し
ま
し
た
。

参
詣
さ
れ
た
ご
門
徒
の
方
々
は
心
配
そ
う

に
父
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。法
座
が
終

わ
っ
た
後
、側
に
来
ら
れ
た
一
人
の
ご
門
徒

さ
ん
か
ら「
ご
院
家（
住
職
）さ
ん
、親
に

あ
ん
な
顔
を
す
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。退
出
時
は
二
人
そ
ろ
っ

て
退
出
し
よ
う
と
、私
は
立
ち
上
が
る
の

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
父
を
待
っ
て
い
た

の
で
す
が
、そ
の
時
の
私
の
顔
を
見
て
の

言
葉
で
し
た
。本
当
に
恥
ず
か
し
く
な
り

ま
し
た
。お
そ
ら
く
と
て
も
冷
た
い
顔
を

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

「
自
分
の
た
め
に

し
か
生
き
ら
れ
な
い
」と
い
う
我
執
が
、自

分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
生
活
の
中
に

出
て
い
る
こ
と
を
言
い
当
て
ら
れ
た
瞬
間

で
し
た
。

　
も
と
も
と
私
た
ち
は
、わ
が
ま
ま
で
、身

勝
手
で
、自
分
を
優
先
し
て
し
ま
う
も
の

を
持
っ
て
い
ま
す
。で
も
、そ
の
こ
と
を
他

人
か
ら
指
摘
さ
れ
て
も
な
か
な
か
う
な
ず

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、う
な
ず
け

て
も
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
に

は
、ど
こ
ま
で
も
自
ら
を「
私
は
正
し
い
」

と
信
じ
て
疑
わ
な
い
自
分
が
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
親
鸞
聖
人
は
、自
ら
の
物
差
し
を
握
り

し
め
、自
ら
の
考
え
を
依
り
処
に
し
て
生

き
て
い
く
生
き
方
を『
一
念
多
念
文
意
』

に
、

自
力
と
い
う
は
、わ
が
み
を
た
の
み
、

わ
が
こ
こ
ろ
を
た
の
む
、わ
が
ち
か
ら

を
は
げ
み
、わ
が
さ
ま
ざ
ま
の
善
根

を
た
の
む
ひ
と
な
り
。

　
　
　
　
　（『
真
宗
聖
典
』五
四一頁
）

と
、お
さ
え
ら
れ
、そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
る

人
間
を「
自
力
を
は
げ
む
ひ
と
」（
同
前
）

と
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、親
鸞
聖
人
は
こ
の「
自
力
を
は

げ
む
ひ
と
」を「
善
人
」と
さ
れ
、「
悪
人
」

と
い
う
こ
と
を『
歎
異
抄
』第
三
章
で

煩
悩
具
足
の
わ
れ
ら
は
、い
ず
れ
の

行
に
て
も
、生
死
を
は
な
る
る
こ
と

あ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
あ
わ
れ
み
た
ま

い
て
、願
を
お
こ
し
た
ま
う
本
意
、悪

人
成
仏
の
た
め
な
れ
ば
、他
力
を
た

の
み
た
て
ま
つ
る
悪
人
、も
っ
と
も
往

生
の
正
因
な
り
。

　
　（『
真
宗
聖
典
』六
二
七―

六
二
八
頁
）

と
、他
力（
弥
陀
の
本
願
）を
た
の
む
人
を

「
悪
人
」と
、独
特
の
言
い
回
し
で
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「
自
ら
の
物
差
し
を
握
り
し
め
、自
ら

の
考
え
を
依
り
処
に
し
て
生
き
て
い
る

私
」や
、「
わ
が
ま
ま
で
、身
勝
手
で
、自
分

を
優
先
し
て
し
ま
う
私
」、そ
う
い
う
私

の
姿
を
、届
け
ら
れ
て
い
る
教
え
に
よ
っ

て
、自
身
の
生
活
の
中
で「
思
い
当
た
る
」

と
い
う
形
で
自
覚
し
て
い
く
。自
力
を
は

げ
む「
善
人
」と
し
て
生
き
て
い
る
姿
を

知
ら
さ
れ
続
け
る
。そ
れ
が
教
え
に
聞
い

て
い
く
と
い
う
歩
み（
聴
聞
）な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
教
え
を
通
し
て
、自
分
の
愚
か
さ
、浅

ま
し
さ
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
い「
ご
め
ん
な

さ
い
」と
頭
が
下
が
り
う
な
ず
け
た
時
に

は
じ
め
て
、目
の
前
の
人
と
出
会
え
る
の

で
し
ょ
う
。私
た
ち
は
共
に
生
き
て
い
る
と

い
い
な
が
ら
、わ
が
身
、わ
が
心
、わ
が
力

を
た
の
む
が
故
に
、お
互
い
出
会
え
な
い

ま
ま
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。な
か
な

か
父
と
出
会
え
て
い
な
い
私
が
そ
こ
に
い

ま
す
。

　
念
仏
の
教
え
は
、私
の
深
い
罪
業
の
身

（
自
分
の
た
め
に
し
か
生
き
て
こ
な
か
っ

た
）を
照
ら
し
、教
え
て
く
れ
ま
す
。そ
の

教
え
に「
そ
う
で
し
た
」と
う
な
ず
け
た

時
、私
た
ち
は
親
鸞
聖
人
が
仰
る
と
こ
ろ

の「
悪
人
」と
な
る
の
で
し
ょ
う
。念
仏
申

す
身
を
い
た
だ
き
、弥
陀
の
本
願
を
た
の

む
悪
人
た
る
共
通
の
大
地
を
た
ま
わ
る
こ

と
に
お
い
て
、本
当
の
意
味
で
他
者
と
共

に
生
き
る
世
界
が
開
か
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
や
戦
争
の
あ
る
中
、私
た
ち
は

慶
讃
法
要
を
お
迎
え
し
ま
す
。今
、こ

の
時
を
生
き
て
い
る
私
を
、時
代
社
会

か
ら
問
わ
れ
る
私
を
、念
仏
の
教
え
に

た
ず
ね
、明
ら
か
に
す
る
御
縁
と
し
た

い
で
す
。

第25回

京都教区石東組　浄慶寺 藤浪 遊

自力をはげむひと

「
仏
法
は
、聴
聞
に
き
わ
ま
る
こ
と
な
り
」（「
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
」）と
教
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

真
宗
門
徒
は
昔
か
ら
仏
法
聴
聞
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。日
々
の
生
活
の
中
で

仏
さ
ま
の
教
え
を
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
に
、毎
月
一
話
ず
つ
掲
載
し
ま
す
。

ち
ょ
う
も
ん

　来年3月25日から、京都国立博物館において「親鸞展」が開催されます。
　このたびの「親鸞展」は、東本願寺、西本願寺、専修寺の所蔵する国宝をはじめ親鸞聖人ゆかりの品々が集結し、国宝12
件、重要文化財約70件以上を含む、過去最大の出陳件数となる予定です。特に、『教行信証』坂東本・西本願寺本・高田本が
初めて集結するなど、見所多数です。ぜひお誘いあわせのうえご観覧ください。
　なお、前売チケットの取り扱いについては、貸切バスを利用する団体は親鸞展事務局（TEL：075-276-2282）まで、貸
切バスを利用しない団体・個人の方は最寄りの教務所までお問合せください。

京都国立博物館　平成知新館（京都市東山区茶屋町527）
午前9時から午後5時30分まで（入館は閉館の30分前まで）
月曜日
一    般 1,800円（前売料金：1,600円）
大学生 1,200円（前売料金：1,000円）
高校生　 700円（前売料金：   500円）

京都国立博物館・朝日新聞社・
NHK京都放送局・NHKエンタープライズ近畿

真宗教団連合
　

期 間
会 場
開館時間
休 館 日
観 覧 料

主 催

特別協力

　（１）親鸞聖人影像（安城御影）…●　（２）本願寺聖人伝絵（康永本）…●
（３）本願寺聖人親鸞伝絵（弘願本）…●　（４）教行信証（坂東本）…▲
（５）一念多念文意…●　（６）二尊大悲本懐　（７）皇太子聖徳奉讃
（８）親鸞聖人消息　（９）桜花図／松・藤花図　（10）安養六種図

「親鸞聖人生誕八百五十年特別展 親鸞―生涯と名宝―」のご案内「親鸞聖人生誕八百五十年特別展 親鸞―生涯と名宝―」のご案内

『親鸞聖人』（出家）を発行『親鸞聖人』（出家）を発行
ほとけの子リーフレット ほとけの子リーフレット No.3No.3

出陳件数過去最大で見どころ満載！出陳件数過去最大で見どころ満載！

　7月28日から30日
まで、同朋会館で全国
推進員連絡協議会の
慶讃事業として「孫子
世代への法義相続奉
仕団」が開催されまし
た。教導に酒井義一
氏（東京教区存明寺

住職）を迎え、4歳から86歳までの28人が参加しました
（祖父母・親世代21人【推進員】、孫子世代7人）。夜の諸
殿拝観や全体座談の時間もあり、世代を超えた交流が
生まれました。最終日の「御本尊手渡し式」では、祖父
母・親世代から「これからも一緒に教えを聞いていこう」
というメッセージとともに孫子世代へと額装御本尊が手
渡されました。
　参加者からは「孫子世代に色々と教えるつもりが、逆に
教えられることもあった」、「新しい友達ができて、三日間が
あっという間だった」と
の声が聞かれました。堀
江勇夫氏（全推協会長）
は「定期的に実施できる
よう検討していきたい」
と述べました。

　青少幼年センターから『聖徳太子』、『花まつり』に続き、『親鸞聖
人』（出家）が発行されました。親鸞聖人の誕生から出家までの歴史
や、出家をテーマにしたやさしい文章が掲載されています。『同朋新
聞』と同様に、仏事の場や子ども会、同朋の会などでぜひご活用く
ださい。リーフレットは、青少幼年センターまたは最寄りの教務所
でお求めいただけます。（無償）

「孫子世代への
法義相続奉仕団」を開催
「孫子世代への

法義相続奉仕団」を開催

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業

全国推進員連絡協議会全国推進員連絡協議会

慶讃法要ボランティアを募集します！ このたび、“慶讃法要ボランティア”としてご協力いただける方を募集します。真宗本廟で、全国の
御同朋とともに慶讃法要をお迎えしませんか。多くの方々の参加をお待ちしております。

応募・お問い合わせ   真宗大谷派宗務所総務部　慶讃ボランティア募集係
〒600-8505  京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地　

TEL：075-371-9272
FAX：075-371-1214

真宗大谷派の僧侶・門徒・関係学校の学生
所定のエントリーシートに必要事項を記入のうえ、右記応募先まで郵送または
FAXにて提出ください。
※エントリーシートは宗派ホームページよりダウンロードできます。
※郵送をご希望の場合は右記「慶讃法要ボランティア募集係」へご連絡ください。
２０２３年２月２８日（火）
①清掃・接遇業務　②境内催事「憩いのひろば」「子どものひろば」のお手伝い

募集対象
応募方法 

応募締切
募集内容

稚児申込書はこちらから
ダウンロードできます

桜花図

※

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
６
サ
イ
ズ

　（
Ａ
５
二
つ
折
り
）

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要
稚児を募集します！稚児を募集します！

　慶讃法要の各期最終日（結願）での稚児を募集します。諸殿から白洲を経て両堂へ出仕す
る僧侶の参堂列に加わりませんか。このご縁に、ぜひお申し込みください。

各期　稚児90人、役稚児10人

小学生6年生まで
※役稚児は法具を持つため、保護者の同伴なしでも参列できる方。
稚児10,000円、 役稚児15,000円
2022年12月15日（木）
申込書に必要事項をご記入の上、郵送またはFAXで本廟部式
務所稚児係までお申し込みください。

期　　日

募集人数

対　　象

冥 加 金
募集締切
申し込み

※申込書は東本願寺HPの「慶讃法要特設サイト」からダウンロードもしくは各教務所
へご連絡ください。日程等の詳細は、後日受付ハガキをお送りします。

青少幼年センター  TEL：075-354-3440（平日9：00～17：00）

お問い合わせ
真宗大谷派宗務所本廟部式務所 稚児係
〒600-8505  京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地
TEL:075-371-9188　FAX:075-371-9205

御本尊手渡しの様子

酒井教導による紙芝居を用いた法話の様子

教行信証（坂東本） 宗派からの出陳品（予定）

2023年3月25日（土）～5月21日（日）

ち ご

2023年4月   8日（土）【第1期法要 庭儀】
2023年4月29日（土）【第2期法要 庭儀】

慶讃特設サイトは
こちらから

※詳細は慶讃特設サイトをご参照ください。

※募集人数を超えた場合は抽選となる場合があります。

詳細はこちら

▲…国宝 ●…重要文化財

ふじ なみ ゆう

が

い
ち
ね
ん
た
ね
ん
も
ん
い

し
ゅ
う

よし

けちがん

かず

同朋新聞東本願寺出版ホームページで『同朋新聞』がお読みいただけます

ご注文は東本願寺出版（075-371-9189）まで 東本願寺出版 　

ご注文
お問い合わせは TEL：075-371-9189
寺川俊昭・大河内了悟・廣瀬杲・一楽典次・宮城顗・両瀬正雄  著   文庫判 408頁／定価： 1,320円（税込）

新刊
エッセンス

エッセンス

『親鸞の証明
　　-「正信偈」のこころ-』

浄土真宗の精髄「正信偈」に聞く

時代や国が変わろうと、どれだけ文明が発展してもなくならない
人間の問題、孤独や無気力、漠然とした不安…。
いかなる時代社会にあっても私たちの真の依りどころとなり、生き
る力となるものは何なのでしょうか。
真宗門徒にとってもっとも親しまれるおつとめであり、浄土真宗の
精髄が凝縮された親鸞聖人の偈「正信偈」を、近現代の真宗教
学界を牽引した６名の碩学がリレー形式でひもとく一冊です。

詳しい書籍情報は

うた

せきがく

（9）  第779号   第779号 （8）2022年（令和4年）10月1日 2022年（令和4年）10月1日朋新聞同朋新聞同



次
代
へ
と
継
承
さ
れ
る
平
和
へ
の
願
い

九
州
教
区「
非
核
非
戦
法
要
ー
共
に
生
き
よ
ー
」

自
ら
の
平
和
観
を
問
う

山
陽
教
区「
非
核
非
戦
法
会 

兼 

原
爆
死
没
者
追
弔
会
」

　
7
月
6
日
、広
島
別
院
明
信
院
に
お
い
て
、「
非
核
非
戦
法
会
兼

原
爆
死
没
者
追
弔
会
」が
勤
修
さ
れ
た
。広
島
別
院
で
は
毎
年
、

「
原
爆
の
日
」の
ひ
と
月
前
の
こ
の
日
に
非
核
非
戦
法
会
が
勤
修

さ
れ
る
。い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
収
束
の
目
処
が
立

た
な
い
中
で
は
あ
っ
た
が
、参
拝
し
た
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
に
原
爆

死
没
者
に
思
い
を
寄
せ
た
。

　
非
核
非
戦
法
会
で
は
、別
院
に
て
勤
行
の
後
、宍
戸
大
觀
氏（
安

芸
南
組
龍
善
寺
）よ
り「
兵
戈
無
用
」

と
い
う『
仏
説
無
量
寿
経
』の
言
葉

を
講
題
と
し
て
法
話
が
あ
っ
た
。宍

戸
氏
は
、祖
母
と
伯
母
を
爆
心
地
で

の
被
爆
に
よ
り
亡
く
さ
れ
た
自
身

の
体
験
を
語
り
、「
広
島
で
は
原
爆

で
14
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
る
が
、時
を
経
た
今
、数
字
で
表

現
さ
れ
る
死
で
は
、一
人
ひ
と
り
の

命
の
重
み
を
感
じ
取
れ
な
く
な
っ
て

い
る
」と
問
題
提
起
さ
れ
た
。ま
た
、

今
年
2
月
よ
り
続
い
て
い
る
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
よ
り
、

日
々
人
の
命
が
奪
わ
れ
、一
人
ひ
と

り
の
命
の
輝
き
が
見
失
わ
れ
て
い
る

現
状
に
ふ
れ
、「
す
べ
て
の
者
に
輝
き

を
見
出
し
て
い
く
仏
や
菩
薩
が
今
、

私
た
ち
の
あ
り
方
を
厳
し
く
問
う

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」と

投
げ
か
け
た
。

　
原
爆
投
下
か
ら
77
年
が
経
ち
、平
和
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
揺

ら
ぎ
、核
の
脅
威
に
対
す
る
危
機
感
が
広
が
っ
て
い
る
今
、あ
ら
た

め
て
非
戦
平
和
の
願
い
を
共
に
す
る
機
縁
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、人
類
史
上
初
め
て
人
間
の
住
む
街
に
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
た
8
月
6
日
に
は
、平
和
記
念
公
園
内
に
あ
る
原
爆
供
養
塔

前
で
の
勤
行
が
あ
っ
た
。毎
年
こ
の
日
に
は
供
養
塔
前
で
仏
教
各

派
に
よ
る
勤
行
が
勤
ま
っ
て
お
り
、宗
派
か
ら
は
広
島
市
内
の
住

職
等
が
参
加
。原
爆
の
惨
禍
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら「
正
信
偈
」が

勤
め
ら
れ
た
。

　
８
月
９
日
、長
崎
組
長
崎
教
会
を
会
場
に
、「
非
核
非
戦
法
要
」

が
勤
修
さ
れ
た
。石
碑
の
前
で
の
勤
行
の
後
、本
堂
に
て
講
師
の
話

を
お
聞
き
し
た
。今
回
は
、平
野
伸
人
氏（
高
校
生
平
和
大
使
派
遣

委
員
会
共
同
代
表
）と
、現
役
の
高
校
生
平
和
大
使
及
び
平
和
大

使
経
験
者
を
迎
え
た
。

　
高
校
生
平
和
大
使
と
は
、1
9
9
8
年
に
長
崎
市
で
始
ま
っ
た

高
校
生
に
よ
る
平
和
運
動
で
、核
兵
器
廃
絶
と
平
和
な
世
界
の
実

現
を
求
め
、ヒ
ロ
シ
マ・
ナ
ガ
サ
キ
の
声
を
世
界
に
届
け
る
こ
と
を

目
的
に「
高
校
生
1
万
人
署
名
活
動
」な

ど
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
生
み
の
親
で
あ

り
、活
動
を
支
え
て
き
た
被
爆
２
世
で

あ
る
平
野
氏
は
、平
和
大
使
が
今
年
で

25
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り「
今
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
。思
い
を
つ

な
い
で
い
く
こ
と
は
難
し
い
が
、大
切
な

こ
と
だ
」と
振
り
返
り
、「
真
宗
大
谷
派

の
皆
さ
ん
が
毎
月
9
日
に
長
崎
教
会
で

法
要
を
勤
め
、非
核
非
戦
の
思
い
を
つ
な

い
で
い
た
だ
く
こ
と
は
尊
敬
に
値
す
る
」

と
述
べ
ら
れ
た
。ま
た
現
役
の
高
校
生

平
和
大
使
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
へ

の
思
い
と
様
子
が
語
ら
れ
た
。

　
続
い
て
平
野
氏
と
平
和
大
使
経
験

者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、一

人
ひ
と
り
の
平
和
へ
の
思
い
や
、体
験

談
の
継
承
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
合
っ

た
。質
疑
応
答
で
は
、被
爆
体
験
の
語
り
部
で
あ
る
森
田
博
満
氏

が「
あ
と
10
年
程
で
被
爆
者
は
居
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。み
な
さ
ん

の
体
験
談
の
継
承
へ
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
意
見
を
聞
い
て
安
心
し

ま
し
た
。ど
う
ぞ
続
け
て
く
だ
さ
い
」と
感
動
の
思
い
が
述
べ
ら

れ
、会
場
に
は
和
や
か
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。今
回
は
例
年
よ
り

若
い
世
代
の
参
加
が
多
く
、未
来
へ
向
け
て
平
和
へ
の
思
い
を
確

か
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
法
要
で
あ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
州
教
区
通
信
員
　
奥
村
誓
至
）

勤行の様子

法話（宍戸大觀氏）

本堂での勤行

シンポジウムの様子

しんらん交流館ホームページに
「参加する」のページを新設

　しんらん交流館ホームページ（浄土真宗ドットイ
ンフォ）のトップページに、「参加する」のページを新
設。オンラインを活用して開催されるものをはじめ、
全国から参加者を募集する取り組みが掲載される
ページにワンクリックでアクセスできるようになり
ました。教区、組、別院などで、全国に広く参加を呼
びかけたい研修会がある場合は真宗教化センター
企画調整局までお問い合わせください。

　8月2日から4日、『同朋ジュニア大会』が「“い
のち”～いま だから～」をテーマに同朋会館を
会場に3年ぶりに開催され、参加者、スタッフ39
人が参加した。新型コロナ感染の第7波急拡大
により、当初の予定を変更して2泊3日に日程を
縮小しての開催となった。参加者は講師の高橋
法信氏（大阪教区光德寺）のお話を聞き、班別

座談を行ったり、6つの部屋に開設されたブースを巡り、念珠を作ったり、絵本を読んで班ご
とに楽しんだ。2日目の班活動では近隣を散策したり、御影堂門の清掃奉仕を行った後、慶
讃法要時の音楽法要で流れる「回向曲ー世界の同朋
と共に 歌うプロジェクト」に同朋ジュニア大会からも
応募。回向曲を全員で練習し、撮影に臨んだ。最終日に
はすっかり打ち解けた参加者たちは別れを惜しみなが
ら「来年もまた会おうね」と再会を約束し、閉会した。

ＴＥＬ　075-371-6171　メール　kikaku@higashihonganji.or.jp
真宗教化センター 企画調整局お問い合わせ

ここをクリック！！

第32回同朋ジュニア大会 ―3年ぶりに開催―

回向曲撮影の様子

講義（高橋法信氏）

　
宗
門
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が

激
変
し
て
い
く
時
代
に
あ
っ
て
、将

来
に
わ
た
っ
て
お
念
仏
の
教
え
を

手
渡
し
て
い
く
教
化
・
財
政
の
基
盤

づ
く
り
の
た
め
、教
区
改
編
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
２
期
改
編
教
区
で
あ
る
長
浜
・

京
都
教
区
に
お
い
て
、去
る
６
月
27

日
開
催
の
地
方
協
議
会
に
て
教
区

改
編
の
合
意
後
、７
月
、８
月
に
開

催
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
会
及

び
教
区
門
徒
会
に
て
改
編
合
意
事

項
の
議
決
が
な
さ
れ
た
。

　
合
意
書
の
内
容
は
、新
教
区
の
名
称

を「
京
都
教
区
」、改
編
実
施
の
時
期
を

「
２
０
２
４
年
７
月
１
日
」、教
務
所
の

設
置
場
所
を
現
京
都
教
務
所
と
し
、現

長
浜
教
務
所
を
新
教
区
の
教
務
支
所
と

す
る
な
ど
、全
７
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

長
浜
・
京
都
教
区
で
は
、２
０
１
７
年
２

月
に
第
１
回
地
方
協
議
会
を
開
催
し
て
か
ら
、全
22
回
の
開
催
を

経
て
こ
の
た
び
の
合
意
・
議
決
に
至
っ
た
。

　
今
後
は
２
０
２
４
年
７
月
の
新
教
区
発
足
に
向
け
、具
体
的
な

協
議
が
行
わ
れ
て
い
く
。

長
浜
・
京
都
教
区
が
教
区
改
編
の
合
意

　
２
０
２
４
年
７
月
、新「
京
都
教
区
」発
足
へ

長浜教区 教区会の様子

京都教区 教区門徒会の様子

親鸞聖人讃仰講演会のご案内
　11月26日から28日の3日間、毎年開催している親鸞聖人讃仰講演会は、大谷ホー
ルでの聴講定員を最大200人とし、感染対策を十分に講じた上で各日18時より開
催いたします。詳細は、本紙11月号にてお知らせいたします。

26日（土） 藤田正勝氏（京都大学名誉教授）・小川一乘氏（大谷大学名誉教授・真宗大谷派講師）
27日（日） 金龍 静氏（元本願寺史料研究所副所長）・本多弘之氏（親鸞仏教センター所長・真宗大谷派講師）
28日（月） 藤田ジャクリーン氏・池田勇諦氏（同朋大学名誉教授・真宗大谷派講師）

〒600-8164 京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199
電話：075-371-8750
詳しい情報はホーム
ページにて公開中！

問い合わせ 教学研究所

浄土真宗ドットインフォ 　

※講演の様子をインターネットにて同時配信いたします。ただし、28日の藤田ジャクリーン氏
の講演は配信いたしません。

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、急きょ開催形態が変更となる場合が
あります。

2
0
2
2
年
8
月
の
大
雨
で
被
害
に
遭
わ
れ

ま
し
た
寺
院
・
教
会
、ご
門
徒
は
じ
め
被
災
者

の
方
々
に
対
し
、衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　

  

真
宗
大
谷
派（
東
本
願
寺
）

　
8
月
上
旬
か
ら
の
全
国
的
な
大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ

い
て
、特
に
小
松
教
区
に
お
い
て
9
カ
寺
の
寺
院
か
ら

建
物
へ
の
浸
水
等
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、多
く
の
ご
門
徒
宅
が
被
害
を
受
け
て
お
り
、宗
派
と

し
て
は
、教
区
を
ま
た
い
で
ご
門
徒
が
分
布
し
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
て
、小
松
・
大
聖
寺
教
区
に
対
し
、計
50
万

円
の
見
舞
金
を
給
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
は
、大
き
な
寺
院
被
害
は

な
い
も
の
の
、特
に
青
森
県
・
秋
田
県
の
複
数
の
門
徒

宅
で
浸
水
被
害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、現
在
、東
北
教

区
に
お
い
て
情
報
収
集
中
で
す
。

阿
弥
陀
堂
門
の
修
復
工
事
す
す
む

　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
堂

門
の
修
復
が
本
年
１
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、全

面
的
な
屋
根
の
葺
き
替
え
を
中
心
に
、錺
金
物
や
、

木
部
の
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
工
事
用
の
足
場
と
な
り
風
雨
か
ら
建
物
を
保
護

す
る
素
屋
根
が
建
て
ら
れ
た
後
、棟
瓦
の
積
み
下
ろ

し
か
ら
始
ま
り
、42
年
ぶ
り
に
檜
皮
葺
き
を
取
り
除

い
た
。檜
皮
め
く
れ
の
破
損
は
目
立
っ
て
い
た
も
の

の
、全
体
的
に
お
お
む
ね
健
全
な
状
態
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。現
在
は
、軒
付（
軒
先
）の
檜
皮
葺

き
が
完
了
し
、屋
根
面
の
平
葺
き
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、1
9
1
1（
明
治
44
）年
の
建
築
以
来
初
め

て
と
な
る
錺
金
物
の
補
修
工
事
で
は
、丁
寧
に
錺
金

物
が
取
り
外
さ
れ
た
後
、工
房
に
運
ば
れ
、洗
浄
、補

修
、金
箔
の
押
し
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、9
月
中
旬

真
夏
の
早
朝
に
仏
法
聴
聞̶

大
谷
祖
廟
暁
天
講
座 

開
催̶

　
8
月
1
日
か
ら
5
日
、宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御

廟
所（
墓
所
）で
あ
る
大
谷
祖
廟
で「
暁
天
講
座
」

が
開
催
さ
れ
た
。各
日
、６
時
半
か
ら
勤
行
に
引

き
続
き
法
話
が
行
わ
れ
、期
間
中
延
べ
2
2
4
人

が
来
聴
し
た
。

　
暁
天
講
座
は
毎
年
、夏
の
暑
さ
を
避
け
た
早
朝

に
、親
鸞
聖
人
が
顕
か
に
さ
れ
た
本
願
念
仏
の
教

え
を
聴
聞
す
る
場
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
。

　
3
日
の
講
師
と
し
て
迎
え
た
三
木
彰
円
氏（
大

谷
大
学
教
授
）は
、「
御
同
朋
・「
輩
」―
宗
祖
の
お

こ
と
ば
を
通
し
て
―
」の
講
題
の
も
と
、宗
祖
が

「
御
同
朋
」と
い
う
言
葉
を
ど
う
受
け
と
め
て
お

ら
れ
た
の
か
を
尋
ね
た
。『
歎
異
抄
』や
お
手
紙
に

記
さ
れ
る
宗
祖
の
敬
い
の
文
法
表
現
を
と
お
し

て
、門
弟
と
対
等
の
立
場
を
宗
祖
は
生
き
て
お
ら

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
御
同
朋
は
、尊
ぶ
べ
き
朋

と
い
う
こ
と
。そ
れ
は
、共
に
阿
弥
陀
の
本
願
に
願

　
2
0
2
1
年
9
月
〜
2
0
2
2
年
10
月
末

　
2
0
2
3
年
6
月
〜
2
0
2
4
年
9
月

　
2
0
2
4
年
4
月
〜
2
0
2
5
年
3
月

わ
れ
る
朋
と
し

て
出
遇
う
と
い

う
こ
と
で
あ

り
、こ
の
言
葉

か
ら
私
た
ち

は
、本
願
に
出

遇
う
こ
と
が
願

わ
れ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　
来
聴
者
か
ら

は
、「
感
染
症
の

影
響
で
外
に
出
る
こ
と
が
憚
ら
れ
る
中
で
、祖
廟

に
身
を
運
び
、親
鸞
さ
ん
の
教
え
を
聴
聞
で
き
る

こ
と
が
有
難
い
」と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
な
お
、各
日
の
法
話
は
、左
記
に
て
動
画
を
配

信
し
て
い
る
。

新
僧
侶
の
誕
生 ―

真
夏
の
得
度
式
執
行

　
厳
し
い
暑
さ
と
な
っ
た
８
月
４
日
と
７
日
、真

宗
本
廟（
東
本
願
寺
）に
て
得
度
式
が
行
わ
れ
、二

日
合
わ
せ
て
満
９
歳
以
上
の
男
女
２
２
２
人
が

受
式
し
た
。８

月
は
夏
休
み

期
間
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
小
中

学
生
の
姿
が

目
立
つ
。綺
麗

に
剃
髪
し
た

子
ど
も
た
ち

の
姿
は
、京
都

の
夏
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
。

　
白
装
束
姿
の
受
式
者
は
、御
影
堂
で
大
谷
暢

裕
門
首
か
ら「
剃
刀
の
儀
」を
受
け
、阿
弥
陀
堂

で
御
本
尊
に
拝
礼
し
た
後
、記
念
写
真
撮
影
に

臨
ん
だ
。

　
昨
年
に
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、マ
ス
ク
の
着
用
や
、間
隔
を
置
い
て

の
着
座
な
ど
の
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、大
谷

祖
廟
参
拝
と
、度
牒（
真
宗
大
谷
派
僧
侶
で
あ
る

こ
と
の
証
書
）伝
達
式
を
省
略
し
て
の
執
行
と

な
っ
た
。

　
墨
袈
裟
を
着
け
、仏
弟
子
と
し
て
の
法
名
を
授

か
っ
た
受
式
者
は
、緊
張
し
引
き
締
ま
っ
た
表
情

で
僧
侶
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

し
ん
ら
ん
交
流
館
　大
谷
祖
廟
暁
天
講
座

検
索
　

頃
か
ら
取
り
付
け
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。ま

た
、同
じ
く
建
築
以
来
初
め
て
と
な
る
木
工
事
で
は
、

彫
刻
や
柱
な
ど
の
木
部
の
清
掃
、桟
唐
戸（
門
扉
）を

取
り
外
し
て
の
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。阿
弥
陀
堂

門
修
復
工
事
は
本
年
10
月
末
に
完
了
の
予
定
。

修
復
期
間（
予
定
）

阿
弥
陀
堂
門

　
２
０
２
２
年
11
月
12
日（
土
）

阿
弥
陀
堂
門
通
り
初
め
式

鐘

　楼

手
水
屋
形

屋根の平葺き

錺金物の修復の様子

木部の補修工事（桟唐戸）

法名を受け取る受式者（８月４日）

三木彰円氏（8月3日）

し
し
ど

た
い
か
ん

ひ
ょ
う

が

む
よ
う

ひ
ら
の
の
ぶ

と

も
り
た

ひ
ろ
み
つ

か
ざ
り

か
な
も
の

す

や

ね

む
ね

の
き
づ
け

が
わ
ら

ひ
わ
だ

ぶ

あ
き

と
も
が
ら

ま
る

あ

は
ば
か

て
い

ゆ
う

ち
ょ
う

と
う

ど
ち
ょ
う

ほ
う
み
ょ
う

さ
ん
か
ら

ど

ぎ
ょ
う
て
ん

う
や
ま

え こう きょく
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次
代
へ
と
継
承
さ
れ
る
平
和
へ
の
願
い

九
州
教
区「
非
核
非
戦
法
要
ー
共
に
生
き
よ
ー
」

自
ら
の
平
和
観
を
問
う

山
陽
教
区「
非
核
非
戦
法
会 

兼 

原
爆
死
没
者
追
弔
会
」

　
7
月
6
日
、広
島
別
院
明
信
院
に
お
い
て
、「
非
核
非
戦
法
会
兼

原
爆
死
没
者
追
弔
会
」が
勤
修
さ
れ
た
。広
島
別
院
で
は
毎
年
、

「
原
爆
の
日
」の
ひ
と
月
前
の
こ
の
日
に
非
核
非
戦
法
会
が
勤
修

さ
れ
る
。い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
収
束
の
目
処
が
立

た
な
い
中
で
は
あ
っ
た
が
、参
拝
し
た
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
に
原
爆

死
没
者
に
思
い
を
寄
せ
た
。

　
非
核
非
戦
法
会
で
は
、別
院
に
て
勤
行
の
後
、宍
戸
大
觀
氏（
安

芸
南
組
龍
善
寺
）よ
り「
兵
戈
無
用
」

と
い
う『
仏
説
無
量
寿
経
』の
言
葉

を
講
題
と
し
て
法
話
が
あ
っ
た
。宍

戸
氏
は
、祖
母
と
伯
母
を
爆
心
地
で

の
被
爆
に
よ
り
亡
く
さ
れ
た
自
身

の
体
験
を
語
り
、「
広
島
で
は
原
爆

で
14
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
る
が
、時
を
経
た
今
、数
字
で
表

現
さ
れ
る
死
で
は
、一
人
ひ
と
り
の

命
の
重
み
を
感
じ
取
れ
な
く
な
っ
て

い
る
」と
問
題
提
起
さ
れ
た
。ま
た
、

今
年
2
月
よ
り
続
い
て
い
る
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
よ
り
、

日
々
人
の
命
が
奪
わ
れ
、一
人
ひ
と

り
の
命
の
輝
き
が
見
失
わ
れ
て
い
る

現
状
に
ふ
れ
、「
す
べ
て
の
者
に
輝
き

を
見
出
し
て
い
く
仏
や
菩
薩
が
今
、

私
た
ち
の
あ
り
方
を
厳
し
く
問
う

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」と

投
げ
か
け
た
。

　
原
爆
投
下
か
ら
77
年
が
経
ち
、平
和
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
揺

ら
ぎ
、核
の
脅
威
に
対
す
る
危
機
感
が
広
が
っ
て
い
る
今
、あ
ら
た

め
て
非
戦
平
和
の
願
い
を
共
に
す
る
機
縁
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、人
類
史
上
初
め
て
人
間
の
住
む
街
に
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
た
8
月
6
日
に
は
、平
和
記
念
公
園
内
に
あ
る
原
爆
供
養
塔

前
で
の
勤
行
が
あ
っ
た
。毎
年
こ
の
日
に
は
供
養
塔
前
で
仏
教
各

派
に
よ
る
勤
行
が
勤
ま
っ
て
お
り
、宗
派
か
ら
は
広
島
市
内
の
住

職
等
が
参
加
。原
爆
の
惨
禍
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら「
正
信
偈
」が

勤
め
ら
れ
た
。

　
８
月
９
日
、長
崎
組
長
崎
教
会
を
会
場
に
、「
非
核
非
戦
法
要
」

が
勤
修
さ
れ
た
。石
碑
の
前
で
の
勤
行
の
後
、本
堂
に
て
講
師
の
話

を
お
聞
き
し
た
。今
回
は
、平
野
伸
人
氏（
高
校
生
平
和
大
使
派
遣

委
員
会
共
同
代
表
）と
、現
役
の
高
校
生
平
和
大
使
及
び
平
和
大

使
経
験
者
を
迎
え
た
。

　
高
校
生
平
和
大
使
と
は
、1
9
9
8
年
に
長
崎
市
で
始
ま
っ
た

高
校
生
に
よ
る
平
和
運
動
で
、核
兵
器
廃
絶
と
平
和
な
世
界
の
実

現
を
求
め
、ヒ
ロ
シ
マ・
ナ
ガ
サ
キ
の
声
を
世
界
に
届
け
る
こ
と
を

目
的
に「
高
校
生
1
万
人
署
名
活
動
」な

ど
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
生
み
の
親
で
あ

り
、活
動
を
支
え
て
き
た
被
爆
２
世
で

あ
る
平
野
氏
は
、平
和
大
使
が
今
年
で

25
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り「
今
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
。思
い
を
つ

な
い
で
い
く
こ
と
は
難
し
い
が
、大
切
な

こ
と
だ
」と
振
り
返
り
、「
真
宗
大
谷
派

の
皆
さ
ん
が
毎
月
9
日
に
長
崎
教
会
で

法
要
を
勤
め
、非
核
非
戦
の
思
い
を
つ
な

い
で
い
た
だ
く
こ
と
は
尊
敬
に
値
す
る
」

と
述
べ
ら
れ
た
。ま
た
現
役
の
高
校
生

平
和
大
使
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
へ

の
思
い
と
様
子
が
語
ら
れ
た
。

　
続
い
て
平
野
氏
と
平
和
大
使
経
験

者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、一

人
ひ
と
り
の
平
和
へ
の
思
い
や
、体
験

談
の
継
承
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
合
っ

た
。質
疑
応
答
で
は
、被
爆
体
験
の
語
り
部
で
あ
る
森
田
博
満
氏

が「
あ
と
10
年
程
で
被
爆
者
は
居
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。み
な
さ
ん

の
体
験
談
の
継
承
へ
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
意
見
を
聞
い
て
安
心
し

ま
し
た
。ど
う
ぞ
続
け
て
く
だ
さ
い
」と
感
動
の
思
い
が
述
べ
ら

れ
、会
場
に
は
和
や
か
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。今
回
は
例
年
よ
り

若
い
世
代
の
参
加
が
多
く
、未
来
へ
向
け
て
平
和
へ
の
思
い
を
確

か
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
法
要
で
あ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
州
教
区
通
信
員
　
奥
村
誓
至
）

勤行の様子

法話（宍戸大觀氏）

本堂での勤行

シンポジウムの様子

しんらん交流館ホームページに
「参加する」のページを新設

　しんらん交流館ホームページ（浄土真宗ドットイ
ンフォ）のトップページに、「参加する」のページを新
設。オンラインを活用して開催されるものをはじめ、
全国から参加者を募集する取り組みが掲載される
ページにワンクリックでアクセスできるようになり
ました。教区、組、別院などで、全国に広く参加を呼
びかけたい研修会がある場合は真宗教化センター
企画調整局までお問い合わせください。

　8月2日から4日、『同朋ジュニア大会』が「“い
のち”～いま だから～」をテーマに同朋会館を
会場に3年ぶりに開催され、参加者、スタッフ39
人が参加した。新型コロナ感染の第7波急拡大
により、当初の予定を変更して2泊3日に日程を
縮小しての開催となった。参加者は講師の高橋
法信氏（大阪教区光德寺）のお話を聞き、班別

座談を行ったり、6つの部屋に開設されたブースを巡り、念珠を作ったり、絵本を読んで班ご
とに楽しんだ。2日目の班活動では近隣を散策したり、御影堂門の清掃奉仕を行った後、慶
讃法要時の音楽法要で流れる「回向曲ー世界の同朋
と共に 歌うプロジェクト」に同朋ジュニア大会からも
応募。回向曲を全員で練習し、撮影に臨んだ。最終日に
はすっかり打ち解けた参加者たちは別れを惜しみなが
ら「来年もまた会おうね」と再会を約束し、閉会した。

ＴＥＬ　075-371-6171　メール　kikaku@higashihonganji.or.jp
真宗教化センター 企画調整局お問い合わせ

ここをクリック！！

第32回同朋ジュニア大会 ―3年ぶりに開催―

回向曲撮影の様子

講義（高橋法信氏）

　
宗
門
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が

激
変
し
て
い
く
時
代
に
あ
っ
て
、将

来
に
わ
た
っ
て
お
念
仏
の
教
え
を

手
渡
し
て
い
く
教
化
・
財
政
の
基
盤

づ
く
り
の
た
め
、教
区
改
編
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
２
期
改
編
教
区
で
あ
る
長
浜
・

京
都
教
区
に
お
い
て
、去
る
６
月
27

日
開
催
の
地
方
協
議
会
に
て
教
区

改
編
の
合
意
後
、７
月
、８
月
に
開

催
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
会
及

び
教
区
門
徒
会
に
て
改
編
合
意
事

項
の
議
決
が
な
さ
れ
た
。

　
合
意
書
の
内
容
は
、新
教
区
の
名
称

を「
京
都
教
区
」、改
編
実
施
の
時
期
を

「
２
０
２
４
年
７
月
１
日
」、教
務
所
の

設
置
場
所
を
現
京
都
教
務
所
と
し
、現

長
浜
教
務
所
を
新
教
区
の
教
務
支
所
と

す
る
な
ど
、全
７
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

長
浜
・
京
都
教
区
で
は
、２
０
１
７
年
２

月
に
第
１
回
地
方
協
議
会
を
開
催
し
て
か
ら
、全
22
回
の
開
催
を

経
て
こ
の
た
び
の
合
意
・
議
決
に
至
っ
た
。

　
今
後
は
２
０
２
４
年
７
月
の
新
教
区
発
足
に
向
け
、具
体
的
な

協
議
が
行
わ
れ
て
い
く
。

長
浜
・
京
都
教
区
が
教
区
改
編
の
合
意

　
２
０
２
４
年
７
月
、新「
京
都
教
区
」発
足
へ

長浜教区 教区会の様子

京都教区 教区門徒会の様子

親鸞聖人讃仰講演会のご案内
　11月26日から28日の3日間、毎年開催している親鸞聖人讃仰講演会は、大谷ホー
ルでの聴講定員を最大200人とし、感染対策を十分に講じた上で各日18時より開
催いたします。詳細は、本紙11月号にてお知らせいたします。

26日（土） 藤田正勝氏（京都大学名誉教授）・小川一乘氏（大谷大学名誉教授・真宗大谷派講師）
27日（日） 金龍 静氏（元本願寺史料研究所副所長）・本多弘之氏（親鸞仏教センター所長・真宗大谷派講師）
28日（月） 藤田ジャクリーン氏・池田勇諦氏（同朋大学名誉教授・真宗大谷派講師）

〒600-8164 京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199
電話：075-371-8750
詳しい情報はホーム
ページにて公開中！

問い合わせ 教学研究所

浄土真宗ドットインフォ 　

※講演の様子をインターネットにて同時配信いたします。ただし、28日の藤田ジャクリーン氏
の講演は配信いたしません。

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、急きょ開催形態が変更となる場合が
あります。

2
0
2
2
年
8
月
の
大
雨
で
被
害
に
遭
わ
れ

ま
し
た
寺
院
・
教
会
、ご
門
徒
は
じ
め
被
災
者

の
方
々
に
対
し
、衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　

  

真
宗
大
谷
派（
東
本
願
寺
）

　
8
月
上
旬
か
ら
の
全
国
的
な
大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ

い
て
、特
に
小
松
教
区
に
お
い
て
9
カ
寺
の
寺
院
か
ら

建
物
へ
の
浸
水
等
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、多
く
の
ご
門
徒
宅
が
被
害
を
受
け
て
お
り
、宗
派
と

し
て
は
、教
区
を
ま
た
い
で
ご
門
徒
が
分
布
し
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
て
、小
松
・
大
聖
寺
教
区
に
対
し
、計
50
万

円
の
見
舞
金
を
給
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
は
、大
き
な
寺
院
被
害
は

な
い
も
の
の
、特
に
青
森
県
・
秋
田
県
の
複
数
の
門
徒

宅
で
浸
水
被
害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、現
在
、東
北
教

区
に
お
い
て
情
報
収
集
中
で
す
。

阿
弥
陀
堂
門
の
修
復
工
事
す
す
む

　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
堂

門
の
修
復
が
本
年
１
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、全

面
的
な
屋
根
の
葺
き
替
え
を
中
心
に
、錺
金
物
や
、

木
部
の
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
工
事
用
の
足
場
と
な
り
風
雨
か
ら
建
物
を
保
護

す
る
素
屋
根
が
建
て
ら
れ
た
後
、棟
瓦
の
積
み
下
ろ

し
か
ら
始
ま
り
、42
年
ぶ
り
に
檜
皮
葺
き
を
取
り
除

い
た
。檜
皮
め
く
れ
の
破
損
は
目
立
っ
て
い
た
も
の

の
、全
体
的
に
お
お
む
ね
健
全
な
状
態
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。現
在
は
、軒
付（
軒
先
）の
檜
皮
葺

き
が
完
了
し
、屋
根
面
の
平
葺
き
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、1
9
1
1（
明
治
44
）年
の
建
築
以
来
初
め

て
と
な
る
錺
金
物
の
補
修
工
事
で
は
、丁
寧
に
錺
金

物
が
取
り
外
さ
れ
た
後
、工
房
に
運
ば
れ
、洗
浄
、補

修
、金
箔
の
押
し
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、9
月
中
旬

真
夏
の
早
朝
に
仏
法
聴
聞̶

大
谷
祖
廟
暁
天
講
座 

開
催̶

　
8
月
1
日
か
ら
5
日
、宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御

廟
所（
墓
所
）で
あ
る
大
谷
祖
廟
で「
暁
天
講
座
」

が
開
催
さ
れ
た
。各
日
、６
時
半
か
ら
勤
行
に
引

き
続
き
法
話
が
行
わ
れ
、期
間
中
延
べ
2
2
4
人

が
来
聴
し
た
。

　
暁
天
講
座
は
毎
年
、夏
の
暑
さ
を
避
け
た
早
朝

に
、親
鸞
聖
人
が
顕
か
に
さ
れ
た
本
願
念
仏
の
教

え
を
聴
聞
す
る
場
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
。

　
3
日
の
講
師
と
し
て
迎
え
た
三
木
彰
円
氏（
大

谷
大
学
教
授
）は
、「
御
同
朋
・「
輩
」―
宗
祖
の
お

こ
と
ば
を
通
し
て
―
」の
講
題
の
も
と
、宗
祖
が

「
御
同
朋
」と
い
う
言
葉
を
ど
う
受
け
と
め
て
お

ら
れ
た
の
か
を
尋
ね
た
。『
歎
異
抄
』や
お
手
紙
に

記
さ
れ
る
宗
祖
の
敬
い
の
文
法
表
現
を
と
お
し

て
、門
弟
と
対
等
の
立
場
を
宗
祖
は
生
き
て
お
ら

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
御
同
朋
は
、尊
ぶ
べ
き
朋

と
い
う
こ
と
。そ
れ
は
、共
に
阿
弥
陀
の
本
願
に
願

　
2
0
2
1
年
9
月
〜
2
0
2
2
年
10
月
末

　
2
0
2
3
年
6
月
〜
2
0
2
4
年
9
月

　
2
0
2
4
年
4
月
〜
2
0
2
5
年
3
月

わ
れ
る
朋
と
し

て
出
遇
う
と
い

う
こ
と
で
あ

り
、こ
の
言
葉

か
ら
私
た
ち

は
、本
願
に
出

遇
う
こ
と
が
願

わ
れ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　
来
聴
者
か
ら

は
、「
感
染
症
の

影
響
で
外
に
出
る
こ
と
が
憚
ら
れ
る
中
で
、祖
廟

に
身
を
運
び
、親
鸞
さ
ん
の
教
え
を
聴
聞
で
き
る

こ
と
が
有
難
い
」と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
な
お
、各
日
の
法
話
は
、左
記
に
て
動
画
を
配

信
し
て
い
る
。

新
僧
侶
の
誕
生 ―

真
夏
の
得
度
式
執
行

　
厳
し
い
暑
さ
と
な
っ
た
８
月
４
日
と
７
日
、真

宗
本
廟（
東
本
願
寺
）に
て
得
度
式
が
行
わ
れ
、二

日
合
わ
せ
て
満
９
歳
以
上
の
男
女
２
２
２
人
が

受
式
し
た
。８

月
は
夏
休
み

期
間
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
小
中

学
生
の
姿
が

目
立
つ
。綺
麗

に
剃
髪
し
た

子
ど
も
た
ち

の
姿
は
、京
都

の
夏
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
。

　
白
装
束
姿
の
受
式
者
は
、御
影
堂
で
大
谷
暢

裕
門
首
か
ら「
剃
刀
の
儀
」を
受
け
、阿
弥
陀
堂

で
御
本
尊
に
拝
礼
し
た
後
、記
念
写
真
撮
影
に

臨
ん
だ
。

　
昨
年
に
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、マ
ス
ク
の
着
用
や
、間
隔
を
置
い
て

の
着
座
な
ど
の
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、大
谷

祖
廟
参
拝
と
、度
牒（
真
宗
大
谷
派
僧
侶
で
あ
る

こ
と
の
証
書
）伝
達
式
を
省
略
し
て
の
執
行
と

な
っ
た
。

　
墨
袈
裟
を
着
け
、仏
弟
子
と
し
て
の
法
名
を
授

か
っ
た
受
式
者
は
、緊
張
し
引
き
締
ま
っ
た
表
情

で
僧
侶
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

し
ん
ら
ん
交
流
館
　大
谷
祖
廟
暁
天
講
座

検
索
　

頃
か
ら
取
り
付
け
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。ま

た
、同
じ
く
建
築
以
来
初
め
て
と
な
る
木
工
事
で
は
、

彫
刻
や
柱
な
ど
の
木
部
の
清
掃
、桟
唐
戸（
門
扉
）を

取
り
外
し
て
の
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。阿
弥
陀
堂

門
修
復
工
事
は
本
年
10
月
末
に
完
了
の
予
定
。

修
復
期
間（
予
定
）

阿
弥
陀
堂
門

　
２
０
２
２
年
11
月
12
日（
土
）

阿
弥
陀
堂
門
通
り
初
め
式

鐘

　楼

手
水
屋
形

屋根の平葺き

錺金物の修復の様子

木部の補修工事（桟唐戸）

法名を受け取る受式者（８月４日）

三木彰円氏（8月3日）

し
し
ど

た
い
か
ん

ひ
ょ
う

が

む
よ
う

ひ
ら
の
の
ぶ

と

も
り
た

ひ
ろ
み
つ

か
ざ
り

か
な
も
の

す

や

ね

む
ね

の
き
づ
け

が
わ
ら

ひ
わ
だ

ぶ

あ
き

と
も
が
ら

ま
る

あ

は
ば
か

て
い

ゆ
う

ち
ょ
う

と
う

ど
ち
ょ
う

ほ
う
み
ょ
う

さ
ん
か
ら

ど

ぎ
ょ
う
て
ん

う
や
ま

え こう きょく
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Dobo Shimbun

今月の写真 インド・ブッダガヤ、象に乗って川を渡る男性。
人間であるがゆえに老病死する体をもって生きるいのちを苦しみとして経験する私たち。
出家、「プラブラジヤ」とは歩み出す、一歩前進するという意味がある。
お釈迦様は何を信頼してはじめの一歩をふみだされたのだろうか。（2・3面参照）

購読料 無料
送　料 1部 1カ年1,300円（部数により変動）
振替口座番号　01000-6-27404
加入者名　東本願寺出版部　

編集／東本願寺出版（真宗大谷派宗務所出版部）
〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
TEL.075-371-9189（東本願寺出版）

慶讃特設サイト 　

9面

8面

5面

4面

今月の法話

CONTENTS

2・3面 6・7面 10・11面

～是旃陀羅の課題～
御同朋・御同行からの問いかけ

第11回

ご案内
宮下　晴輝

る

ぶっ だ

てん

写真：German Brown／ PIXTA

第25回

現在を きる

ここに真あり
宮下 晴輝さん

人間といういのちの相

長浜・京都教区が
教区改編の合意

阿弥陀堂門修復工事すすむ

ほか

特集

慶讃 ニュース

第3回
親鸞聖人にであう

【お問い合わせ】同朋会館・研修部 TEL：０７５-３７１-９１８５

2022年 真宗本廟奉仕のご案内 真宗本廟奉仕を機に、
ぜひ           を受式ください。

・受け入れ状況などの情報は、同朋会館ホームページでご覧いただけます。
・ご入館される皆様に安心してお過ごしいただけるよう、新型コロナウイルス感染症予防対策を実施し運営しています。
・具体的な対策については、同朋会館ホームページよりご確認いただけます。

入館状況については、研修部まで
お電話でお問い合わせください。

2 泊

◆真宗本廟お煤払い奉仕団

歳末、両堂の1年分の埃を竹の棒と大きな
団扇を使って外へ扇ぎだし、新しい年をお
迎えする準備を行う「お煤払い」に参加す
る奉仕団です。

12月19日（月）～12月21日（水） 
1 泊

12月19日（月）～12月20日（火）
2 泊 1泊

◆真宗本廟報恩講奉仕団

真宗本廟報恩講の法要参拝を
日程の中心とした奉仕団です。

11月20日（日）～22日（火）  11月20日（日）～21日（月）
11月24日（木）～26日（土）   11月24日（木）～25日（金）
11月27日（日）～29日（火）  11月27日（日）～28日（月）

〈２泊３日〉18,000円、米２kg（1升4合）または米代1,300円
          〈１泊２日〉13,000円、米１.２kg（8合）または米代800円
参 加 費

※上記は大人（15歳以上）の場合です。

奉仕団はあらためて
自分を見なおす機会になりました。

（70代・女性）

奉仕団はあらためて
自分を見なおす機会になりました。

（70代・女性）

真宗本廟奉仕
参加者の声を
ご紹介

帰敬式

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、休館日・
開館時間及び掲載内容について、中止・延期もしくは日程等を
変更する場合がありますのでご了承ください。

真宗本廟（東本願寺境内）京都市下京区烏丸通七条上る

◇

◇
◇
◇

東本願寺 　詳しくは、真宗大谷派ホームページまで

晨朝（おあさじ）【場所】阿弥陀堂及び御影堂　【時間】毎日7時～
晨朝法話 　　  【場所】御影堂　【時間】毎日7時30分頃～
真宗本廟法話  【場所】御影堂または大寝殿
【時間】通常10時10分～／13時10分～　
逮夜日（12・27日）13時10分～　御命日（28日）9時30分～　
※その他、時間・会場を変更する場合があります。

参拝接待所ギャラリー　【時間】9時～16時 　
「親鸞聖人のご生涯」（常設展）開催中
「洛中の静寂 渉成園～保存修理事業と生物多様性～」開催中～10月27日

しんらん交流館 京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199番地

真宗本廟（東本願寺）へご参拝の際には、ぜひ真宗教化センター しんらん交流館にお立ち寄りください。
開館時間／平日 ９時～18時　 土日祝 ９時～17時　休館日／毎週火曜日

10月の定例法話 【場所】1階 すみれの間　
【時間】毎日14時～　12・27日 10時～
※毎週火曜日、その他都合により休会する場合があります。

10月の東本願寺日曜講演 
【場所】2階  大谷ホール　【時間】9時30分～11時
【講師】♦2日…真城義麿（四国教区善照寺住職）♦9・16日…休会♦23日…
津垣慶哉（九州教区正應寺住職）♦30日…難波教行（教学研究所研究員）
交流ギャラリー（1階） 【時間】開館時間に同じ
「柳宗悦がであった土徳～人と自然がはぐくんだ越中富山の美～」展　
【期間】開催中～2022年12月15日（木）
しんらん交流館 Tera School 【場所】1階 すみれの間
【日時】毎週月・金曜日 18時30分～20時30分
【対象】小学3年生～高校3年生　※幼児教室もあります。   http://www.teraschool.jp

東本願寺いのちとこころの相談室　【TEL】075-371-9280
【開室時間】毎週木曜日 13時～17時（祝日または休館日、その他行事日は閉室）
　

浄土真宗ドットインフォ 　
全国のお寺での取り組みや読みもののページなど、
さまざまな情報を発信しています。

◇

◇

◇

◇

流転していく生活の中で 

不死のいのちを生きた仏陀を憶念し 

自分への問いとしていく

それが念仏の意味であり 

念仏のある生活が開かれていく

ということではないでしょうか

真宗本廟奉仕
に参加しませんか？

お寺で過ごそう、
お寺で語ろう

　入館の40日前まで。申込締切

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要奉仕団、讃仰奉仕団、真宗本廟奉仕体験奉仕団の参加を募集しています。
詳しくは同朋会館HPをご覧ください。

き
ょ
う
さ
ん 今月号の『同朋新聞』を読んで、　　

クロスワードパズルを完成させよう！

答え
A B C D

1

5

4

7 8

10

11 12

9

32

「タテのカギ」「ヨコのカギ」それぞれの設問に答え、
クロスワードパズルを完成させましょう！　
10月号の『同朋新聞』を読むと、ほとんどの答えがわかります！！

※答えはすべて「ひらがな」でお答えください。

郵便はがきまたはメールにて、❶「クロスワードパズルの答え」❷「郵便番号」・「住所」・「氏名」・「年齢」・「電話番号」と❸『同朋新聞』の感想や紙面に関する要望を
添えて、下記までご応募ください。今月号の締め切りは10月31日（月）（当日消印有効）です。

はがきと同様に必ず上記❶❷❸を記入し、「件名」に「同朋新聞10月号クロスワード応募」と入力のうえ
higashihonganjishuppan@gmail.comへお送りください。

宛先〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
東本願寺出版「クロスワードパズル係」まで

D

C

A

B

［ご注意］◆当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。◆個人情報はプレゼントの発送および紙面づくりの参考に使用し、
              それ以外の目的には使用しません。◆感想は「読者のお便り」に掲載する場合があります。
            ◆本クロスワードパズルは、独自のルールに基づいて作成しております。

チャレンジ！ 正解者の中から抽選で5名様に「東本願寺出版オリジナル図書カード1000円分」をプレゼントします！

プレゼント付
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ヨコのカギタテのカギ

1

2

3

4

7

8

6

5

9

11

12
10

3

1「人間といういのちの〇〇〇」今月は、
宮下晴輝さんのインタビューです。（2・3面）
「阿弥陀堂〇〇」修復工事は本年10月末に
完了の予定です。(10面)
今月の特集は、「真宗本廟奉仕〇〇〇〇しませんか？」です。
                                                            （6・７面）『現在を生きる』今月は、沖縄準開教区の
「仲お〇〇こ学」さんを紹介しています。（4面）
8月4日と7日、「真宗ほ〇〇〇〇」にて得度式が行われ、
222人が受式しました。（10面）
『聞ー「〇〇月」の法話ー』今月の筆者は、
京都教区の藤浪遊さんです。（8面）
「〇〇〇ワードパズル」に、
たくさんのご応募お待ちしております。（12面）

しんらん交流館ホームページ（浄土真宗ドットインフォ）の
トップページに、「参加〇〇」のページが新設されました。（11面）

東本願寺の飛地境内地である「大〇〇〇〇〇う」は、
親鸞聖人の御廟所（墓所）です。

同朋会館は、全国から集う方々が寝食を共にし、親鸞聖人の
教えを聞き、真宗門徒の生活を習う「〇〇〇〇」の道場です。
                                                             （6・７面）『親鸞聖人にであう』は、
今回で「第さ〇〇〇」を迎えます。(5面)

8月1日から5日、大谷祖廟で「暁〇〇〇う座」が
開催されました。（10面）

2024年7月、新「京都き〇〇〇」が発足します。(11面)

真宗本廟「お〇〇払い奉仕団」を募集しています。（12面）

◆「はじめて読む正信偈」綴じて読み返しています。一句一句に込められた願いを感じながら、
　毎日大きな声でお勤めをします。(80代女性)
◆「兵戈無用」この言葉こそ、今大事なこととあらためて感じ取っています。(70代男性)

読者のこえ
7月号を
読んで（ （

メールでも応募できます‼

8
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
は
、

A

あ
B

さ
C

が
D

お

応募はコチラ

◇「なぁなぁ、ゲームめっちゃ上手やったよ。また会おな」。教区の青少年教化事業に
スタッフとして参加し、子どもたちをお見送りしている時に一人の女の子が私の所
へ駆け寄り、耳元でささやいてくれました。1日のうちのほんの一コマを覚えてくれて
いた思いもよらない言葉に、驚きとうれしさで胸がいっぱいになりました。そして、他
者に受けとめてもらえたことのよろこびを教えてもらいました。子どもは大人のこと

をちゃんと見ている。他者にまなざしを向けることや、自分の言葉で思いを表現する
ことを忘れている私の姿も見えました。◇3年ぶりに開催された同朋ジュニア大会
（11面）。前日に初めて出あったと思えないほど子どもと大人の歌声がひとつになっ
た回向曲の響きが、今も心に残っています。「いま、ここ」を大切に、子どもも大人も
お互いを認めあって過ごす時と場がこれからも続いていくことを願います。   （髙月）

編集室
だより

え こう

東本願寺真宗門徒として帰敬式（おかみそり）を受けましょう
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